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1 組織の概要

事業者名及び代表者名

株式会社 松居土木

代表取締役　松居　悟

所在地

本社･倉庫･駐車場〒520-0072　滋賀県米原市顔戸２０３４番地

環境保全関係の責任者及び担当者連絡先（電話番号等）

環境管理責任者：森 雅俊

　　　 連絡先 ：0749-52-3220  

連 絡 担 当 者:下川香賀里　

     　連絡先 ：0749-52-3220

事業活動の内容（認証・登録範囲）

滋賀県知事　許可（特-1）第61087号（土木、とび・土工、石、鋼構造物、

  舗装、しゅんせつ、塗装、水道施設）

滋賀県知事　許可（特-1）第61087号（解体）

但し、解体業の実績はない
事業の規模

売上高 687 百万円／2020年

工事件数 43 件／2020年
従業員数 14 名/2020年

事業組織

面積： ㎡

事務所床面積 111.79 ㎡

車庫床面積 204.95 ㎡

駐車場面積 229.62 ㎡

従業員 名 14 名

認証・登録

過去3年間の環境負荷の実績

単位 2018年 2019年 2020年
Kg-CO2 136,492 144,333 152,343

Kg-CO2/百万円 308 235 222
ｔ 430 1,951 993

㎥ 26 39 38

＊当社の事業年度は、6月1日～翌年5月31日です。

＊当社の環境活動年度は、6月1日～翌年5月31日です。

＊化学物質の取扱いは有りません。

　2019年～2021年の3ケ年間固定します。

本社

〇

二酸化炭素排出量百万円単位

廃棄物の排出量

水の使用量、排水量

二酸化炭素の排出量

＊関西電力の調整後排出係数は2018年の0.418ｋｇ-CO2/kWhを
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⑩環境経営レポートを作成する

ＥＡ２１事務
局

工事現場

工事現場代理人

環境経営組織図及び役割、責任及び権限表

ＥＡ２１事務局

総務部 工事部

代表取締役等

環境管理責任者

※全従業員は、当社に構築された環境経営システムを理解し、策定された
環境経営方針の下、環境経営目標の達成に向けて、環境経営計画に基づ
き、一致協力して環境取組を行う。

役割、責任及び権限一覧
担　　当 内　　　　　　容

代表取締役

①環境経営システムに関する全ての責任と運用についての権限を持つ。

②環境経営システムの構築・運用・管理に必要な資源を用意する。

(資源には、人材、設備、費用、時間、専門的な技能、技術を含む。)

③環境管理責任者を任命する。

④環境経営方針の策定・見直し及び従業員への周知を行なう。

⑤代表者による全体の評価と見直しを実施する。

②環境への負荷及び取組の自己チェックを作成し、環境管理責任者へ報告
する。

環境管理責任
者

①環境経営システムを構築し、実施し、管理する。

②作成された環境への負荷及び取組の自己チェックを確認し承認する。

③法規制等の遵守状況をチェックする。

④環境経営方針及び自己チェック等に基づき環境経営目標を設定し、作成
された環境経営計画を確認し承認する。

⑤環境活動の取組状況を確認し、環境経営目標の達成状況を評価する。

⑥問題点の是正、予防処置に対する指示と改善や見直しに必要な処置を行
なう。

⑦環境活動の取組結果を代表者へ報告する。

⑧ＥＡ２１に関する運用管理の体制を構築し、各責任者を任命する。

全従業員
①環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

②決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

⑧従業員に対する教育訓練の実施。

⑨特定された緊急事態に対する項目の手順書作成、テスト・訓練・記録。

③「環境関連法規等の取りまとめ及び遵守状況チェックリスト」を作成
し、環境管理責任者へ報告する。

④環境経営計画並びに運用手順書を作成し、実施達成状況を集計し、環境
管理責任者へ報告する。

⑤文書及び記録の管理保管。

⑥外部コミュニケーションの窓口。

⑦内部コミュニケーションの運営管理。

各部門長及び
工事現場代理

人

①責任範囲の環境経営目標及び環境経営計画の実施とＥＡ２１事務局への達成状況の報告。

②責任範囲の問題点の発見、是正、予防処置。

①環境経営システム運営のすべての事務を行なう。
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☆
事務所での電気使用量及び重機車両の燃料使用量を減し、ＣＯ₂の
排出量を削減します。

☆
建設現場の廃棄に関して、分別を積極的に実施することにより建設
リサイクルを推進し、廃棄物を削減します。

☆
建設現場から排水する水の汚染、汚濁を防止し、事業所での節水に
努め、水の使用量を削減します。

☆ 環境に配慮した施工を推進します。

☆ 環境活動の社会貢献を推進します。

3．

制定日：2017年12月1日

改定日：2019年 6月1日

　　　　　　　　　　　代表取締役　　　松居　悟

環境関連法規等を遵守します。

当社は、次の環境活動を計画的に取組み実施します。

この環境経営方針は全従業員に周知、徹底します。

株式会社 松居土木

環　境　経　営　方　針

環境理念

　当社は、地球規模での環境保全が人類共通の最重要課題の一つである
ことを認識し、事業活動において、環境に配慮した循環型社会の構築に
貢献します。

行動指針

　当社は、滋賀県の湖北地域を中心とした土木工事の事業を行っていま
す。この事業活動における環境への影響を理解し、環境経営を優先課題
と位置づけて、従業員と協力し、EA21環境経営システムを構築運用し、
継続的改善と汚染の予防に努め、以下の事項について自主的、積極的に
取り組みます。



3 環境経営目標とその実績

次年度 中長期

　　　年度
2018年
基準年

2021年 2022年

　単位 （実績） （目標） （実績）
評
価

（目標） （目標）

目標･基準年度
比達成率

- 98% 102.5% 97% 97%

使用量 3,299 3,267 3,381 3,267 3,267

(kg-CO₂) 1,379 1,365 1,413 1,366 1,366

目標･基準年度
比達成率

- 98% 118.5% 97% 97%

使用量 4,540 4,496 5,380 4,496 4,496

(kg-CO₂) 10,533 10,430 12,481 10,431 10,431

目標･基準年度
比達成率

- 98% 111.1% 97% 97%

使用量 48,287 47,814 53,662 47,818 47,818

(kg-CO₂) 124,580 123,359 138,448 123,372 123,372

目標･基準年度
比達成率

- 98% - 97% 97%

使用量 0 0 0 0 0

(kg-CO₂) 0 0 0 0 0

目標･基準年度
比達成率

- 97% 111.6% 96% 96%

(kg-CO₂) 136,492 135,155 152,343 135,168 135,168

目標･基準年度
比達成率

- 97% 72.0% 96% 96%

CO2/百万円 308 305 222 305 305

目標･取組年度
比達成率

100 - 4.84% - -

(%/年) 99.6% 95% 99.60% 95% 95%

目標･基準年度
比達成率

- 98% 146.2% 97% 97%

(㎥/年) 26 25.7 38.0 25.7 25.7

目標･取組年度
比達成率

- - 100% - -

(監視率) 100 100% 100 100% 100%

目標･取組年度
比達成率

- - 100% - -

(推進率) 100 100% 100 100% 100%

目標･取組年度
比達成率

- - 100% - -

(参加回数) 15 12回 12 12回 12回

目標の説明や補足事項

1

2

3

4

5

6

7

8

9

〇

上記の目標のほか、作業場の環境及び品質安全向上ために３Ｓ活動（整理、整頓、清掃）に取
り組む

環境配慮施工では、低騒音・低振動型重機、排ガス規制適合車等の環境配慮車輌を使用する

社会貢献活動は美知メセナ活動を実施する

2022年の目標は仮目標です

　２０１９年度までの実績を自己チェック等により把握し、その結果を基準値として、２０２０年度から２０２２
年度までの目標を下記の通り設定し、環境活動に取り組んでいます。　尚、このレポートでは、２０２０年６月１
日から２０２１年５月３１日までの運用実績について取りまとめました。

環境経営方針 取組項目

建設現場の廃棄に関し
て、分別を積極的に実施
することにより建設リサ
イクルを推進し、廃棄物
を削減します。

ガソリン使用
量の削減
（単位：L)

軽油使用量の
削減
（単位：L)
建設現場

分別及びリサ
イクルの推進
（単位：％)
建設現場

電力使用量の
削減
（kWh）

二酸化炭素排出量売上百万円当り原
単位削減

二酸化炭素排出量の削減

灯油使用量の
削減
（単位：L)

2020年度
2020年6月～2021年5月

△

☓

☓

-

×

〇

〇

事務所での電気使用
量及び重機車両の燃
料使用量を減し、Ｃ
Ｏ₂の排出量を削減し
ます。

　　評価：〇達成　　△まあまあ達成　×未達成

水使用量については、事務所敷地内における水使用量の削減について実施する。また建設現場
からの汚水・濁水防止監視を実施する

産業廃棄物排出量は、事業活動からの廃棄物に対しての総排出量で管理し、建設リサイクル率
に取組む。また一般廃棄物はほぼ定量のため、排出量は把握するが目標荷は掲げない

購入電力の調整後排出係数は、関西電力の2017年度の0.418kg-CO₂/kWhを3ケ年間固定する

濁水防止監視
を実施する
（単位：％）
建設現場

建設現場から排水す
る水の汚染、汚濁を
防止し、事業所での
節水に努め、水の使
用量を削減します。

事業所利用水
の削減
(単位:㎥)

環境に配慮した施工
を推進します。

環境活動の社会貢献を推
進します。

環境配慮施工
の推進（単
位：％）
建設現場

二酸化炭素排出量の削減は節電、アイドリングストップ、エコドライブ、重機の効率的な稼働
やＩＣＴ機器導入により二酸化炭素排出量削減に取り組む

美知メセナ・
地域貢献活動
に参加する。
（単位：回/

化学物質の取扱いは無いので、目標に掲げない

☓

〇

〇



4 環境経営計画

取組の紹介

1

2 米原市主催の地域環境美化活動である「ごみゼロ大作戦」に積極的に参加する。

責任部門・担当者環境経営方針 取組項目

環境活動の社会貢献を推
進します。

環境に配慮した施工
を推進します。

工事部

    2.地域の清掃活動

       1.美知メセナ

環境経営計画の内容

① 機械設備・OA機器などのスイッチオフ
② エアコンの温度管理（夏季28℃±１℃）
③ 既存の施工方法を変更しICT活用の施工でエネル
ギーの消費を抑える
④ 天候に左右される工事は最適時期に行う

① 不要積載物の有無、タイヤ空気圧の確認
② 暖機運転・アイドリングストップ
③ エコドライブの励行
④ 建設重機の環境に配慮した稼働
⑤ 建設機械の事前事後の点検整備
⑥ ダンプ等の過積載を行わないように教育・監視
⑦ ハイブリットの建機の導入
⑧ 低騒音・低振動建機を利用
⑨ ICT機器を導入することにより二酸化炭素の排出
量の削減

① 廃棄物を分別し、リユース・リサイクルを徹底す
る
② 無駄な資機材を購入しない
③ 施工管理の出来高計画時に自主基準を設け廃棄を
抑制する。

① 洗車の水使用量を減らす
② 水を流しながらの洗い物はしない
③ 建機などの洗浄は泥などを落としてから行う。

ガソリン使用
量の削減
（単位：L)

工事部

軽油使用量の
削減
（単位：L)
建設現場

工事部

工事部

工事部

環境配慮施工
の推進（単
位：％）
建設現場

分別及びリサ
イクルの推進
（単位：％)
建設現場

濁水防止監視
を実施する
（単位：％）
建設現場

電力使用量の
削減
（kWh）

建設現場の廃棄に関し
て、分別を積極的に実施
することにより建設リサ
イクルを推進し、廃棄物
を削減します。

① 濁水防止の適正監視する

① 環境配慮施工の維持
② 低騒音・低振動型建機の使用
③ 排ガス規制適合車の使用
④ 日々の施工終了時は水路の水を用いて散水車で道
路清掃を行う。

① 美知メセナの活動を行う
② 地域の清掃活動に参加する。

総務部

事務所での電気使用
量及び重機車両の燃
料使用量を減し、Ｃ
Ｏ₂の排出量を削減し
ます。

美知メセナ・
地域貢献活動
に参加する。
（単位：回/
年）

事業所利用水
の削減
(単位:㎥)

工事部建設現場から排水す
る水の汚染、汚濁を
防止し、事業所での
節水に努め、水の使
用量を削減します。

美知メセナ活動は滋賀県と協定を締結して、地域の清掃活動をボランティアで行う活動です。



5 環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

（目標） （実績）
目標･基準年度

比達成率
98% 102.5%

使用量 3,267 3,381

(kg-CO₂) 1,365 1,413
目標･基準年度

比達成率
98% 118.5%

使用量 4,496 5,380

(kg-CO₂) 10,430 12,481
目標･基準年度

比達成率
98% 111.1%

使用量 47,814 53,662

(kg-CO₂) 123,359 138,448
目標･基準年度

比達成率
98% -

使用量 0 0

(kg-CO₂) 0 0
目標･基準年度

比達成率
97% 111.6%

(kg-CO₂) 135,155 152,343
目標･基準年度

比達成率
97% 72.0%

CO2/百万円 305 222

目標･取組年度
比達成率

- 4.84%

(%/年) 95% 99.60%

目標･基準年度
比達成率

98% 146.2%

(㎥/年) 25.7 38

目標･取組年度
比達成率

- 100%

(監視率) 100% 100

目標･取組年度
比達成率

- 100%

(推進率) 100% 100

目標･取組年度
比達成率

- 100%

(参加回数) 12回 12

今年度の主な環境経営計画の実績・取組結果の内容

1

2 廃棄物は総量で把握し、分別を実施して削減及び建設リサイクルに努めた

3

4 環境配慮施工では低騒音・低振動型重機や排ガス規制適合車を使用した
5 環境美化活動は計画通り美知メセナ活動に参加した

次年度の主な環境経営計画の内容

1

2 廃棄物は総量で把握し、分別を実施して削減及び建設リサイクルに努める

3

4 環境美化活動は計画通り美知メセナ活動に参加する

5

総務部

建設廃棄物を分別し、リユー
ス・リサイクルを実施した。ま
た、施工方法や作業効率を見直
し、生コンや建設資材の廃棄の
抑制を行った。

二酸化炭素排出量の削減

環境経営方針

環境目標の達成取組みと共に、作業場の環境及び品質安全向上ために３Ｓ活動（整理、整頓、清掃）に
取組み、意識を持って全員で実践する

水使用量の削減では車輌の洗車の使用量削減や流し放しで使用しないように努める。また建設現場では
濁水防止監視を実施する

二酸化炭素排出量削減取り組みでは節電、ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟやｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ、重機の効率的な稼働やＩＣＴ機
器導入により二酸化炭素排出量削減等の目標達成手段を実施した

二酸化炭素排出量削減取り組みでは、節電、ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟやｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ、重機の効率的な稼働やＩＣＴ
機器導入によりの目標達成手段を実施する

工事部

美知メセナ・地
域貢献活動に参
加する。（単
位：回/年）

取組の評価取組項目 担当責任者

環境活動の社会貢献
を推進します。

2020年度
2020年6月～2021年5月

二酸化炭素排出量売上百万円当り原
単位削減

計画に基づき美知メセナや地域
貢献・美化活動に積極的に活動
出来た。

建設現場の廃棄に関して、
分別を積極的に実施するこ
とにより建設リサイクルを
推進し、廃棄物を削減しま
す。

分別及びリサイ
クルの推進
（単位：％)
建設現場

今年度は、浚渫工事など重機の
稼働率が高い工事が多かった
為、使用燃料が増えたが、エコ
ドライブ、や重機の効率的な稼
働、暖気運転禁止及び現場への
相乗り、材料の供積、過積載の
確認等を実施した。また、車両
や建機の整備を日々行い全員で
燃料の節約に取り組んでいる。
またICT機器の導入によりネル
ギー使用を抑制しCO²排出削減
に向け実践した。

工事部

ガソリン使用量
の削減
（単位：L)

電力使用量の削
減
（kWh）

年度

休憩時間や不用時は消灯する等、全社
員が最大限節電に努力した。また、ICT
機器の導入によりエネルギー消費を抑
制しCO²排出削減に向け実践した。来年
度は目標数値に達成できるように努め
る。

軽油使用量の削
減
（単位：L)
建設現場

灯油使用量の削
減
（単位：L)

水使用量の削減では車輌の洗車の使用量削減や流し放しで使用しないように努めた。また建設現場では
濁水防止監視を実施した

工事部

環境配慮施工の
推進（単
位：％）
建設現場

工事部

環境に配慮した施工
を推進します。

建設現場から排水す
る水の汚染、汚濁を
防止し、事業所での
節水に努め、水の使
用量を削減します。

事業所利用水の
削減
(単位:㎥)

工事部

工事現場で濁水が発生しないよ
う監視を行った。

濁水防止監視を
実施する
（単位：％）
建設現場

全社員で節水を心がけたが、冬
の融雪や洗車回数、建機は使用
現場で泥を落としてから回送し
たためが多い時期は使用量が増

工事部

全て環境対策型の建設機械を使
用している。

事務所での電気使用
量及び重機車両の燃
料使用量を減し、Ｃ
Ｏ₂の排出量を削減し
ます。



6

　環境関連法規への違反、訴訟はありません。又、過去３年間に関係当局からの

違反等の指摘はありません。

　適用される法規制等と遵守状況

遵守評価

廃棄物処理法 遵守

遵守

自動車リサイクル法 遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

7 代表者による全体の評価と見直し・指示

環境経営方針 ☑ 変更なし
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし
実施体制他 ☑ 変更なし

建設リサイクル法
建設資材廃棄物の再資源化、特定建設資材を用いた
建築物等の解体又は新築工事

注：適用される法規制等と遵守状況は、環境関連法規等の遵守状況のチェック結果に基づ
き記載します。

騒音規制法

消防法

地域ごみ出しルール

法規制等の名称

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟等
の有無

2020年度のエコアクション２１の取組みについて、全社員団結して活動出来た。売
上高増加率と二酸化炭素排出量増加率がほぼ一致していることから、大きな問題は
ないと考える。また二酸化炭素排出量については、受注高や工事内容、現場の遠近
が毎年違うことが多いので、前年との比較は難しいが、節電、エコドライブ、アイ
ドリングストップや重機の効率的な稼働やＩＣＴ機器導入に努めた。水使用量削減
については、次年度1ヶ年間の実績をみて、目標の変更を検討する。よって、数値
の増減にはこだわらず現状維持しつつＩＣＴ機器を活発化させ、今後も全社員で積
極的に環境活動を行い、更なる向上を目指したいと思います。

フロン排出抑制法

振動規制法

家電リサイクル法

対象特定建設作業の届出、規制値の遵守

対象危険物保管の届出

第1種特定製品の簡易、定期点検、引渡し

一般廃棄物の分別、収集、排出

該当する要求事項

一般廃棄物及び産業廃棄物の管理、排出

廃自動車のリサイクル券

家電リサイクル券

対象特定建設作業の届出、規制値の遵守



5 今年度の主な環境経営計画の実績・取組の紹介

　　　　

1.二酸化炭素排出量削減のｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟやｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ、重機の効率的な稼働等の取組

3.水使用量の削減では車輌の洗車の使用量削減や環境保全の取組

【アイドリングストップ】 【建設重機の環境に配慮した稼働】

【作業終了時の道路清掃】

【重機についた汚泥を落とす】

【現場への相乗り】 【現場作業中の移動手段】



【燃費基準達成率100％・国土交通省超低騒音型建設機械・
特定特殊自動車排出ガス2014年基準対応エンジン搭載】

4.環境配慮施工での低騒音・低振動型重機や排ガス規制適合車を使用

【燃費基準達成車・エコストップ】

【最先端ディーゼルエンジンシステム搭載車：アドブルー】



【ソーラー式ＬＥＤ夜間保安灯】

【ソーラー式ＬＥＤ表示器】

【ソーラー式ＬＥＤ矢印板】



作成年月日 2020.6.25

別表１　環境への負荷の自己チェックシート 作成者 下川　香賀里

１．事業の規模 基準年　2018年度　（2018年6月1日～2019年5月31日）

１－１．活動規模
単位 2015年 2016年 2017年 2018年

件 30 55 41 45

百万円 182.3 260.6 288.03 443.0

人 7 5 10 10

m2 50 50 111.79 111.79

m2 0 0 204.95 204.95

m2 546.36 546.36 229.62 229.62

○2017年12月に新事務所が開設しました。

１－２．建設現場等の概要及び件数
〈元請け工事・業務等〉

内容 環境配慮事項
（ＣＯ₂排出予

想量）

使用重機等 公共・民間

17 件
360 百万円

7 件
70 百万円

3 件
5 百万円

2 件
3 百万円

1 件
2 百万円

件
百万円

〈下請工事・業務等〉
内容 環境配慮事項 使用重機等 公共・民間

17 件
160 百万円

2 件
5 百万円

6 件
10 百万円

活動規模
工事等の件数

売上高

従業員

事務所床面積

車庫床面積

駐車場面積

工事・業務等の名称 規模（金額）

土木工事 配水管支障移設工、コ
ンクリート工、

使用機械の騒音・振動
運搬による粉塵・乳剤
の漏洩・濁水

路面切削機・バックホ
ウ・ダンプトラック・
コ ン バ イ ン ド ロ ー
ラー・タイヤローラー

舗装工事 舗装工 使用機械の騒音・振動
運搬による粉塵・乳剤
の漏洩

路面切削機・バックホ
ウ・ダンプトラック・
コ ン バ イ ン ド ロ ー
ラー・タイヤローラー

公共

解体工事 土工、コンクリート
工、水路工、舗装工

使用機械の騒音・振動
運搬による粉塵・乳剤
の漏洩・濁水

路面切削機・バックホ
ウ・ダンプトラック・
コ ン バ イ ン ド ロ ー
ラー・タイヤローラー

公共

土木、とび・土工事 土工、コンクリート
工、水路工、舗装工

使用機械の騒音・振動
運搬による粉塵・乳剤
の漏洩・濁水

路面切削機・バックホ
ウ・ダンプトラック・
コ ン バ イ ン ド ロ ー
ラー・タイヤローラー

民間

水道工事 舗装工 使用機械の騒音・振動
運搬による粉塵・乳剤
の漏洩

路面切削機・バックホ
ウ・ダンプトラック・
コ ン バ イ ン ド ロ ー
ラー・タイヤローラー

工事・業務等の名称 規模（金額）

土木工事 土工、コンクリート
工、構造物撤去工

使用機械の騒音・振動
運搬による粉塵　濁水

バックホウ・ダンプト
ラック

土木、とび・土工事 土工、コンクリート
工、水路工、舗装工

使用機械の騒音・振動
運搬による粉塵　濁水

バックホウ・ダンプト
ラック

その他工事 土工、コンクリート
工、構造物撤去工

使用機械の騒音・振動
運搬による粉塵　濁水

バックホウ・ダンプト
ラック

○規模が比較的大きな建設現場（工事金額5,000万以上が一つの目安）は、工事毎に記入してください。

○上記の規模以下の建設現場は、同種の工事等をまとめて名称及び件数と合計金額を記入してください。

○内容の欄には、主な工種や作業内容（例：土工、コンクリート工、水路工、舗装工、戸建住宅新築工事、工場増築
工事、協同住宅設計、橋梁上部設計、測量調査）等を記入してください。

○環境配慮事項は、工事の内容から必要とされる建設現場等周辺への環境配慮事項を記入してください。また、規模
が比較的大きな建設現場（工事金額5,000万以上が一つの目安）は、二酸化炭素の排出予想量を記入してください。

○使用重機等には、工事現場で使用する主な建設重機や機械設備を記入してください。

○発注元が、公共であるか民間であるかの別を記入してください。（公共の場合には○を付けてください。）



２．環境への負荷の状況（取りまとめ表）
基準年　2018年度　（2018年6月1日～2019年5月31日）

単位 2016年 2017年 2018年
kg-CO2 92146 98261 136,492

kg-CO2/百万円 354 341 308
kg-CO2 0 0 0

t 0 0 0
t 0.048 0.024 0.000
t 0 0 0%
％ 100% 100% 100%
t 273 725.3 397.0
t 0 0 31.14
t 0 0 1.639
％ 100% 100% 99.62%
m3 0 0 0

m
3 488 478 26

m3 0 0 26

m3 0 0 0

m3 0 0 0
kg 0 0 0
kg 0 0 0
kg 0 0 0
MJ 170226 202672 32,429
MJ 1228923 1118500 2,001,642
MJ 0 0 10,221
MJ 0 0 0
t 11334 4854 8,359
t 2336 3805
t 0 0 0
t 0 0 0

○各指標の値については次頁以降の集計結果を記入してください。

環境への負荷

①　温室
効果ガス
排出量

二酸化炭素
二酸化炭素排出量百万円当り原単位

（　　　　　　　　　　　　）

②　廃棄
物排出量
及び廃棄
物最終処
分量

一般廃棄
物

再資源化量

（中間処理）

最終処分量

再資源化率

産業廃棄
物

再資源化量

中間処理

最終処分量

再資源化率

③－１
総排水量

公共用水域

下水道

③－２
水使用量

上水

工業用水

地下水

④　化学
物質使用
量

⑤　エネ
ルギー使
用量

購入電力（新エネルギーを除く）

化石燃料

新エネルギー

その他

⑥　資源
等使用量

資源使用量

循環資源使用量
⑦　総製
品生産量
または総
商品販売
量

製品生産量等

環境負荷低減に資する製品等

○①温室効果ガス排出量（二酸化炭素）、②廃棄物排出量、③－１総排水量、④化学物質使用量は必須項目です。な
お、総排水量の把握が困難な場合には、③－２水使用量が把握必須項目となります。

○⑦総製品生産量または総商品販売量について、「製品」は、工場・プラント等で製造された品物を意味し、「商
品」は、設備工事等で設置し、販売する設備機器等売買の目的物としての品物を意味します。したがって「商品」に
は、「製品」や「サービス」等も含まれます。



３．指標毎の取りまとめ
①　温室効果ガス排出量（必須項目である二酸化炭素排出量のみ掲載）

基準年　2018年度　（2018年6月1日～2019年5月31日）
消費量 排出量

（kg-CO2）

（A×B）or

（A×B×C)

kWh 3,299 1,379 1.0 0.418 (kg-CO2/kWh)

kWh 0 0 0.418 (kg-CO2/kWh)

kWh 3,299 1,379 0.418 (kg-CO2/kWh)

ガソリン L 4,540 10,533 7.7 2.32 (kg-CO2/MJ) (MJ/l)

現場のガソリン L 0 0 2.3 (kg-CO2/MJ) (MJ/l)

ガソリン　合計 L 4,540 10,533 7.7 2.32 (kg-CO2/MJ) (MJ/l)

軽油 L 0 0 2.58 (kg-CO2/MJ) (MJ/l)

現場の軽油 L 48,287 124,579 91.3 2.58 (kg-CO2/MJ) (MJ/l)

軽油　合計 L 48,287 124,579 91.3 2.58 (kg-CO2/MJ) (MJ/l)

灯油 L 0 0 2.49 (kg-CO2/MJ) (MJ/l)

現場の灯油 L 0 0 2.49 (kg-CO2/MJ) (MJ/l)

灯油　合計 L 0 0 2.49 (kg-CO2/MJ) (MJ/l)

ＬPＧ kg 0 0 3 (kg-CO2/MJ) (MJ/kg)

現場のＬＰＧ kg 0 0 3 (kg-CO2/MJ) (MJ/kg)

LPG　合計 kg 0 0 3 (kg-CO2/MJ) (MJ/kg)

化石燃料　小計 135,113 99.0
熱供給（蒸気） MJ 0 0.057 (kg-CO2/MJ)

その他　小計 0

136,492 100
廃油 t 0 2920 (kg-CO2/t)

廃プラスチック t 0 2550 (kg-CO2/t)

0

0

136,492 100
（注）購入電力の排出係数については、国が公表する電気事業者毎の排出係数を用いて算定してください。0 0
※平成19年度の電気事業者別二酸化炭素排出係数：http://www.env.go.jp/press/press.php?serial=10574

○網掛けの項目は「環境への負荷の状況（取りまとめ表）」に記載された項目になっています。

○LPGの消費量を気体（m３）として把握している場合については「１m3＝2.07kg」として換算してください。
○「産廃」については、自らが焼却または製品及び燃料として使用した場合に限ります。

※温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル：

http://www.env.go.jp/earth/ghg-santeikohyo/manual/index.html

単位 割合

排出係数 単位発熱量

（A) （B) （C)

二
酸
化
炭
素
排
出
量

エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費

購入電力

建設現場の購入電力

購入電力　合計

化
石
燃
料

そ
の
他

エネルギー消費　計

産
廃

廃棄物焼却処理　計

そ
の

他
その他　計

二酸化炭素排出量合計

○上記に該当しない項目で多量に投入しているエネルギーがある場合には、「温室効果ガス排出量算定・報告マニュ
アルver2.4」（環境省／経済産業省）を参照して、排出量を算出してください。

○「メタン」「一酸化二窒素」「ハイドロフルオロカーボン類」「パーフルオロカーボン類」「六フッ化硫黄」につ
いては、「温室効果ガス排出量算定・報告マニュアルver2.4」（環境省／経済産業省）」を参照し、各々の事業者に
あった集計表を作成してください。



②　廃棄物排出量及び廃棄物最終処分量
基準年　2018年度　（2018年6月1日～2019年5月31日）

中間処理 再資源化

0

0.012

0.012 0 0 100%

397

0

0 25.555 1.345 26.9＊0.95＝25.55 25.555
0 26.9＊0.05＝1.345 1.345
0 5.586 0.294 5.88＊0.95＝5.586 5.586
0 5.88＊0.05＝0.294 0.294
0

0

0

0

0

0

0

廃油 0

廃ＰＣＢ等 0

廃石綿等 0

397 31.141 1.639 99.62%

発生量 再資源化量 ストック量 埋立等処理量 有効利用率

429.78 428.14 0 1.639 99.62%

○網掛けの項目は「環境への負荷の状況（取りまとめ表）」に記載された項目になっています。

○表頭の排出量については、処理方法等の実状に合わせて括弧内に内訳を記入してください。

○表側の空欄には、排出される廃棄物の種類を記入してください。

　
項　　　目
　内　　　訳

排出量（t） 最終処分量
（t）

再資源化率
（％）

廃
棄
物
排
出
量

一
般
廃
棄
物

（

事
務
所
系
ご
み
）

コピー用紙

段ボール

その他の紙

その他の可燃ごみ

その他の不燃ごみ

特
別

管
理

一般廃棄物合計

産
業
廃
棄
物

コンクリート塊

Ａｓ・Co塊

木材

汚泥

混合廃棄物

汚泥

廃プラスチック

金属くず

紙くず

繊維くず

残土

瓦・レンガ

特
別
管

理

産業廃棄物合計

項目

建設廃棄物（ｔ）

○建設副産物のリサイクルについては、「建設廃棄物の3R、適正処理が地球を守ります」（財団法人産業廃棄物処理
事業振興財団http://www.sanpainet.or.jp/）や、建設副産物リサイクル広報推進会議ホームページ
http://www.suishinkaigi.jp/index.html等が参考となりますので活用してください。



③　総排水量及び水使用量
③－１　総排水量

基準年　2018年度　（2018年6月1日～2019年5月31日）
単位 実績（m3） 割合（％）

m3 0

m3 0

m3 0

m3 0

m3 0

m3 26

26
○網掛けの項目は「環境への負荷の状況（取りまとめ表）」に記載された項目になっています。

○再利用、処理等を行っていない雨水の排水については、対象外となります。

③－２　水使用量
基準年　2018年度　（2018年6月1日～2019年5月31日）

単位 実績（m3） 割合（％）

m3 26 100

m3 0 0

m
3 0 0

m3 0 0

m3 0 0

m3 26 100
○網掛けの項目は「環境への負荷の状況（取りまとめ表）」に記載された項目になっています。

○製品の製造において原材料等として投入される水は、⑥資源等使用量として把握してください。

○サイト内で循環的に利用している分は、ここに計上せず⑦サイト内で循環的利用を行っている物質量等として把握してください。

○建設現場等で循環的に利用している量は対象外となります。

④　化学物質使用量
基準年　2018年度　（2018年6月1日～2019年5月31日）

単位 実績
備考（保管量

等）

○網掛けの項目は「環境への負荷の状況（取りまとめ表）」に記載された項目になっています。

○把握する化学物質は、原則としてPRTR制度対象物質とします。

○上段に使用した対象建材等の種類を記入し、下段にその製品に含まれる化学物質名と量を記入してください。

<記入例>
単位 実績

備考（保管量
等）

総排水量
（m3）

公
共
用
水
域

河川

湖沼

海域

各種水路

公共用水域　計

下水道

総排水量合計

水使用量

（m
3
）

上水 ←水使用量について、2017年12月に
新事務所を開設し、その後の使用量
を計上した

工業用水

地下水

海水、河川水

雨水

水使用量合計

化学物質の種類

化
学
物
質
使
用
量

対象建材等の種類
kg

0

上記に含まれる化学物質
kg

0

対象建材等の種類
kg

0

上記に含まれる化学物質
kg

0

対象建材等の種類
kg

アスファルト○○防水材

上記に含まれる化学物質
kg

＊＊＊＊
キシレン

0

上記に含まれる化学物質
kg

0

○工事の施工及び製造等の工程で化学物質を含む製品を扱う事業者においては、製品に含まれる化学物質の使用量を
把握します。主な化学物質を含む製品としては、接着剤、防水材、塗料等です。

○使用量は、年間購入量から期末の保管量を差し引いた量が使用量となりますが、把握が難しい場合は購入量でもか
まいません。把握が可能な場合は、備考欄に保管量を記載してください。

○対象となる化学物質使用量の把握方法は、化学物質を含む製品について、容器に記載された成分表をもとに対象と
なる化学物質の製品中に含まれる量を把握します。成分表が記載されていないまたは情報が不十分な場合は、製造元

や卸売業者、小売業者にMSDS＊を請求し、それをもとに製品中の化学物質含有量を把握します。把握した化学物質含有
量に製品の年間使用量を掛けると、化学物質の年間使用量が算出できます。

化学物質の種類

化
学
物
質
使
用
量

対象建材等の種類
kg

＊＊＊＊ ＊＊＊＊
エポキシ樹脂系○○接着剤

上記に含まれる化学物質
kg

＊＊＊＊
ビスフェノールＡ型エポキシ樹脂

対象建材等の種類
kg

＊＊＊＊ ＊＊＊＊



⑤　エネルギー使用量（MJ）
基準年　2018年度　（2018年6月1日～2019年5月31日）

使用量・消費量 エネルギー量
（MJ）

割合

（A） （A×B） （%）

kWh 3,299 32,429 1.6 9.83 (MJ/kWh)

kWh 0 0 9.83 (MJ/kWh)

kWh 3,299 32,429 1.6 9.83 (MJ/kWh)

L 4,540 157,094 7.7 34.6 (MJ/l)

L 0 0 34.6 (MJ/l)

L 4,540 157,094 7.7 34.6 (MJ/l)

L 0 0 38.2 (MJ/l)

L 48,287 1,844,548 90.2 38.2 (MJ/l)

L 48,287 1,844,548 90.2 38.2 (MJ/l)

L 0 0 36.7 (MJ/l)

L 0 0 36.7 (MJ/l)

L 0 0 36.7 (MJ/l)

kg 0 0 50.2 (MJ/kg)

kg 0 0 50.2 (MJ/kg)

kg 0 0 50.2 (MJ/kg)

MJ 2,001,642 97.9

kWh 2,839 10221.12 0.5 3.6 (MJ/kWh)

kWh 0 3.6 (MJ/kWh)

kWh 0 3.6 (MJ/kWh)

kWh 0 3.6 (MJ/kWh)

kWh 0 3.6 (MJ/kWh)

kWh 0 3.6 (MJ/kWh)

0

MJ 10221.12 0.5

MJ 0

0

MJ 0

MJ 2,044,292 100

○網掛けの項目は「環境への負荷の状況（取りまとめ表）」に記載された項目になっています。

○エネルギー量は、燃料使用量・消費量に単位発熱量を乗じて（燃料使用量・消費量×単位発熱量）求めてください。

○上記に該当しない項目で多量に投入しているエネルギーがある場合には、単位発熱量を調べて、空欄を設けて記入してください。

○LPGの消費量を気体（m3）として把握している場合については１m3＝2.07kgとして換算してください。
○製品の製造において原材料等として投入される石油等は、⑥資源等使用量として把握してください。

⑥　資源等使用量
基準年　2018年度　（2018年6月1日～2019年5月31日）

実績（t） 割合（％）

4533.5 54%

623.7 7%

149.5 2%

4.0 0%

2979.0 36%

0.0 0%

0 0%

8359.0

64.95 2%

3776.19 98%

0.0 #DIV/0!

3841.1

0

0

0

12,200.1  
○網掛けの項目は「環境への負荷の状況（取りまとめ表）」に記載された項目になっています。

○まずは主要な資源等から把握してください。資源等使用量は、重量（単位はt）で把握してください。

○製品の製造において原材料等として使用される水や石油等は、資源等使用量として把握してください。

○事業者内部で循環的に利用（再使用、再生利用、熱回収）している物質は対象外となります。

⑦　総商品販売量
基準年　2018年度　（2018年6月1日～2019年5月31日）

単位 実績

t

t

t

t 0

件

t

t

t
0

品目

○生産量または販売量のいずれかを把握してください。

○網掛けの項目は「環境への負荷の状況（取りまとめ表）」に記載された項目になっています。

○総製品生産量または総商品販売量のいずれかを把握してください。

液化石油ガス(LPG)

現場の(LPG)

LPG　合計

化石燃料　計

新
エ
ネ
ル
ギ
ー

そ
の
他

熱供給（蒸気）

その他　計

単位
単位発熱量

（B)

エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
量

購入電力（新エネルギー除く）

購入電力（同じ）　合計

建設現場の購入電力（同じ）

化
石
燃
料

ガソリン

現場のガソリン

ガソリン　合計

軽油

現場の軽油

軽油　合計

灯油

現場の灯油

灯油　合計

山土

燃料電池

廃棄物

新エネルギー　計

再生砕石

改良土

太陽光

太陽熱

風力

水力

循環資源使用量　計

エネルギー使用量合計

資
源
等
使
用
量
（

ｔ
）

資
源
の
種
類

生コン

砕石

総
製
品
生
産
量
ま
た
は
総
商
品
販
売
量
（

ｔ
）

製品等名

製
品
ま
た
は
商

品

重
量

木材

鋼材

資源使用量　計

循
環
資
源

再生密粒度アスファルト

重
量

以
外

工事件数

そ
の
他

山砂

土砂

環
境
負
荷
低
減
に

資
す
る
製
品
ま
た

は
商
品

重
量 環境負荷低減に資する製品ま

たは商品重量合計

重
量
以

外

その他　計

資源等使用量合計

製品または商品重量合計



基準年　2018年度　（2018年6月1日～2019年5月31日）

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計
購入電力 274 193 216 211 211 294 341 512 372 270 209 196 3,299
建設現場の購入電力 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
購入電力　合計 274 193 216 211 211 294 341 512 372 270 209 196 3,299
ガソリン 346 30 510 523 504 484 68 363 445 315 531 422 4,540
現場のガソリン 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ガソリン　合計 346 30 510 523 504 484 68 363 445 315 531 422 4,540
軽油 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
現場の軽油 4,707 4,338 3,211 4,382 4,318 5,324 2,414 4,927 5,044 3,856 2,751 3,017 48,287
軽油　合計 4,707 4,338 3,211 4,382 4,318 5,324 2,414 4,927 5,044 3,856 2,751 3,017 48,287
灯油 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
現場の灯油 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
灯油　合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ＬPＧ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
現場のＬＰＧ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
LPG　合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

太陽光　買電 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計
95 190 222 245 286 402 480 317 278 154 170 2,839



単位：ｔ
6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計

コピー用紙 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.024
段ボール 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.012
その他の紙 0

0
その他の可燃ごみ 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.012
その他の不燃ごみ 0

0
0

一般廃棄物合計 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.012
コンクリート塊 53.68 20 0 7 6 59 129.32 3 4 68 23 24 397
Ａｓ・Co塊 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
木材 0 0 0 0 19.82 1.54 0 1.01 2.65 1.10 0.22 0.56 26.90
汚泥 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
混合廃棄物 0.0 0.0 0.0 0.9 0.0 1.04 0.00 1.17 0 1.440 1.30 0 5.89
汚泥 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
廃プラスチック 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
金属くず 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
紙くず 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
繊維くず 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
残土 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
瓦・レンガ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0
廃油 0
廃ＰＣＢ等 0
廃石綿等 0
産業廃棄物合計 53.68 20 0 7.94 25.82 61.58 129.32 5.18 6.65 70.54 24.52 24.56 429.79

再資源化合計 53.68 20 0 7.94 25.82 61.58 129.32 5.18 6.65 70.54 24.52 24.56 429.79

中間処理合計 53.68 20 0 7.89 24.83 61.45 129.32 5.07 6.52 70.41 24.44 24.53 428.15

最終処分合計 0 0 0 0.05 0.99 0.13 0.00 0.11 0.13 0.13 0.08 0.03 1.64
再資源化率 100% 100% #DIV/0! 99.4% 96.2% 100% 100% 97.9% 98.0% 100% 100% 100% 99.62%

基準年　2018年度　（2018年6月1日～2019年5月31日） 平均

建設ﾘｻｲｸﾙ計画 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

建設ﾘｻｲｸﾙ実績 100% 100% #DIV/0! 99% 96% 100% 100% 98% 98% 100% 100% 100% 100%

基準年　2018年度　（2018年6月1日～2019年5月31日）



基準年　2018年度　（2018年6月1日～2019年5月31日） 単位：㎥
6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計

下水道 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 3 2 26

基準年　2018年度　（2018年6月1日～2019年5月31日） 単位：㎥
6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計

上水 4 4 4 4 6 4 26
工業用水 0
地下水 0
海水、河川水 0
雨水 0
水使用量合計 4 0 4 0 4 0 4 0 6 0 4 0 26

基準年　2018年度　（2018年6月1日～2019年5月31日） 平均
濁水監視計画 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100
濁水監視実績 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

基準年　2018年度　（2018年6月1日～2019年5月31日） 単位：ｋｇ

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計
対象建材等の種類

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
上記に含まれる化学物質

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
対象建材等の種類

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
上記に含まれる化学物質

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
対象建材等の種類

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
上記に含まれる化学物質

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

化学物質合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

基準年　2018年度　（2018年6月1日～2019年5月31日） 平均
環境配慮施工計画 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100
環境配慮施工実績 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

基準年　2018年度　（2018年6月1日～2019年5月31日） 平均
ｸﾞﾘｰﾝ購入計画 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80
ｸﾞﾘｰﾝ購入実績 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80

基準年　2018年度　（2018年6月1日～2019年5月31日） 合計
美化活動計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12
美化活動実績 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1 2 15



基準年　2018年度　（2018年6月1日～2019年5月31日）
6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計

生コン 153.0 532.2 371.1 435.8 1146.9 85.2 153.2 161.1 155.3 246.3 695.1 398.4 4533.5
砕石 146.3 88.8 153.2 37.5 6.6 13.5 5.8 61.9 7.1 81.2 22.3 623.7
山砂 0.0 0.0 16.0 12.5 80.0 41.1 149.5
土砂 4.0 4.0
山土 0.0 360.0 160.0 67.0 640.0 880.0 0.0 32.0 590.0 250.0 0.0 2979.0
木材 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
鋼材 0.2 0.6 0.0 0.2 59.7 8.6
資源使用量　計 299.5 620.9 884.2 595.8 1252.0 747.7 1059.3 306.5 249.1 847.3 1067.3 429.3 8359.0
再生密粒度アスファルト 4.0 0.0 4.0 3.0 2.0 44.0 6.0 2.0 65.0
再生砕石 386.7 20.0 720.0 331.0 120.0 662.0 684.0 193.0 102.7 281.4 239.4 36.0 3776.2
改良土 0 0 0 0 0.0
循環資源使用量　計 390.7 20.0 720.0 331.0 120.0 666.0 687.0 195.0 146.7 281.4 245.4 37.9 3841.1

0 0.0
0 0.0

その他　計 0.0
資源等使用量合計 690.2 640.9 1,604.2 926.8 1,372.0 1,413.7 1,746.3 501.5 395.8 1,128.8 1,312.7 467.2 12,200.1



3. エネルギー使用量 ＊コピーは不要です
○ 電力使用量、各種エネルギー使用量等を入力してください。

○ 「月平均」は自動で計算されますが、1年（12ヶ月）のデータ入力を前提に計算式を設定していますので、環境負荷を把握する期間が1年未満の場合は、必要に応じて計算式を変更してください。

（1）電力

○ 購入電力は「電力1」～「電力3」及び「建設現場等の購入電力」の表を、自家発電は「電力4」～「電力5」の表を使用して、それぞれ入力してください。
＜購入電力＞
・「購入先」の欄には電気事業者名を入力してください。
・「排出係数」の欄には当該電気事業者の調整後排出係数を入力してください。排出係数は「温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度」の電気事業者別排出係数関連ページ：https://ghg-santeikohyo.env.go.jp/calc/denkiより入手できます。
　こちらから入手できる排出係数の単位は「t-CO2/kWh」ですが、本表では単位を「kg-CO2/kWh」としているため、1,000を乗じて入力してください。

＜自家発電＞

・「設備名」の欄には発電機、太陽光発電等の設備名を入力してください。
・自家発電で化石燃料を使用した場合、電力としては把握せず、重油等の使用量等を「（2）化石燃料」の表で把握してください。 使用量を手入力下さい

＊　2019年（2019年6月1日　～　2020年5月31日） 料金を手入力下さい

①電力全社　（合計） ＊（合計　黒字部は下記①-①～①ー③からリンクして自動計算されます。） CO2排出量は自動計算されます（入力不要）

購入先：

排出係数： kg-CO2/kWh 平均単価： 12.2 円/kWh

単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 月平均

kWh 159 184 231 233 241 303 349 428 355 0 0 200 2,713 224

円 7,403 9,543 9,023 10,327 9,193 9,857 11,986 14,962 12,673 0 0 8,379 95,676 8,612

kg-CO2 79 104 97 97 101 127 146 179 148 84 1,134 116

①－①電力　事務所（本社）

購入先：

排出係数： kg-CO2/kWh 平均単価： 12.2 円/kWh

単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 月平均

kWh 189 249 228 285 241 274 365 487 395 2,713 301

円 8,112 9,543 9,023 10,327 9,193 9,857 11,986 14,962 12,673 95,676 7,973

kg-CO2 79.0 104.1 95.3 119.1 100.7 114.5 152.6 203.6 165.1 1,134 95

①－②電力　資材倉庫

購入先：

排出係数： kg-CO2/kWh 平均単価： 円/kWh

単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 月平均

kWh

円

kg-CO2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

①－③建設現場等の購入電力（合計）

現場名： 購入先： 関西電力㈱ 排出係数： 0.418 kg-CO2/kWh

排出係数： kg-CO2/kWh 平均単価： 円/kWh

単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 月平均

kWh 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

円 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

kg-CO2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

①－③－①建設現場　購入電力 購入先： 関西電力㈱ 排出係数： 0.418 kg-CO2/kWh

現場名： 平均単価： 円/kWh

項目 単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 月平均

使用量 kWh 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

円

kg-CO2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

①－③－②建設現場　購入電力 購入先： 関西電力㈱ 排出係数： 0.418 kg-CO2/kWh

現場名： 平均単価： 円/kWh

項目 単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 月平均

kWh 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

円

kg-CO2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

①－③ー③建設現場　購入電力 購入先： 関西電力㈱ 排出係数： 0.418 kg-CO2/kWh

現場名：

項目 単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 月平均

kWh 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

円

kg-CO2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

○ ①～⑪に該当しない項目で大量に使用しているエネルギーがある場合には、⑫以降の表に入力してください。

○ 排出係数は「地球温暖化対策の推進に関する法律」の単位発熱量と炭素排出係数を用い、算出しています（「単位発熱量」×「炭素排出係数」×44/12）。【参考】二酸化炭素の分子量は44、炭素の原子量は12。

②ガソリン　 全社（合計）

排出係数： kg-CO2/L

単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 月平均

L 517 557 504 591 689 494 574 415 401 387 203 364 5,695 475

円 79,041 79,073 73,580 87,415 95,038 71,659 86,165 61,796 58,116 54,578 27,179 47,684 821,324 68,444

kg-CO2 1,199 1,292 1,169 1,370 1,598 1,147 1,333 962 930 898 471 844 13,212 1,101

re 集計間違っていませんか？

②ー①ガソリン　事務所(本社）

排出係数： kg-CO2/L

単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 月平均

L 517 557 504 591 689 494 574 415 401 387 203 364 5,695 475

円 79,041 79,073 73,580 87,415 95,038 71,659 86,165 61,796 58,116 54,578 27,179 47,684 821,324 68,444

kg-CO2 1,199 1,292 1,169 1,370 1,598 1,147 1,333 962 930 898 471 844 13,212 1,101

153 142 146 148 138 145 150 149 145 141 134 131

②ー②ｶﾞｿﾘﾝ　建設現場　合計

排出係数： kg-CO2/L

単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 月平均

L 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

円 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

kg-CO2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

②－②ー①建設現場等のガソリン ㈱マツナガ

排出係数： kg-CO2/L 円

単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 月平均

L 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

円 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

kg-CO2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

②－②－②建設現場等のガソリン ﾋﾟｨｰﾃｨｰｼｨｰ㈲

排出係数： kg-CO2/L

単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 月平均

L 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

円 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

関西電力㈱

0.418

項目

使用量

料金

CO2排出量

関西電力㈱

0.418

項目

使用量

料金

CO2排出量

関西電力㈱

0.418

項目

使用量

料金

CO2排出量

料金

CO2排出量

使用量

料金

0.418

項目

使用量

料金

CO2排出量

項目

使用量

料金

CO2排出量

2.32

項目

CO2排出量

使用量

料金

CO2排出量

2.32

料金

CO2排出量

2.32

項目

使用量

料金

使用量

料金

CO2排出量

2.32

項目

使用量

CO2排出量

2.32

項目

使用量

料金



kg-CO2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

③軽油　全社(合計）

排出係数： kg-CO2/L 円

単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 月平均

L 5,456 2,494 3,224 2,108 3,430 3,301 4,950 4,445 8,643 6,281 1,557 4,002 49,892 4,158

円 507,447 224,492 283,745 178,120 294,161 287,986 441,812 408,899 803,836 562,739 124,973 320,160 4,438,372 369,864

kg-CO2 14,078 6,435 8,319 5,438 8,851 8,516 12,772 11,467 22,300 16,204 4,018 10,325 128,722 10,727

③－①事務所等の軽油

排出係数： kg-CO2/L 円

単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 月平均

L 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
円

kg-CO2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

③－②建設現場等の軽油

排出係数： kg-CO2/L 円

単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 月平均

L 5,456 2,494 3,224 2,108 3,430 3,301 4,950 4,445 8,643 6,281 1,557 4,002 49,892 4,158

円 507,447 224,492 283,745 178,120 294,161 287,986 441,812 408,899 803,836 562,739 124,973 320,160 4,438,372 369,864

kg-CO2 14,078 6,435 8,319 5,438 8,851 8,516 12,772 11,467 22,300 16,204 4,018 10,325 128,722 10,727

料金 507,447 224,492 283,745 179,174 295,019 287,161 440,575 408,899 803,836 565,251 124,584 320,160

④灯油　全社（合計） 93 90 88 84.5 85.75 87.25 89.25 92 93 89.6 80.25 80

排出係数： kg-CO2/L 円

単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 月平均

L 0 0 0 0 0 174 179 0 155 0 0 0 508 127

円 0 0 0 0 0 16,182 17,184 0 15,190 0 0 0 48,556 16,185

kg-CO2 0 0 0 0 0 433 446 0 386 0 0 0 1,265 316

16,182.00

④－①灯油　事務所、資材倉庫　 93 96 0 98 0

排出係数： kg-CO2/L 円

単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 月平均

L 0 0 0 0 0 174 179 0 155 0 0 0 508 127

円 0 0 0 0 0 16,182 17,184 0 15,190 0 0 0 48,556 16,185

kg-CO2 0 0 0 0 0 433 446 0 386 0 0 0 1,265 316

④－②建設現場等の灯油

排出係数： kg-CO2/L 円

単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 月平均

L 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

円 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

kg-CO2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑤液化石油ガス（LPG）　全社(合計）

排出係数： kg-CO2/kg 円

単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 月平均

kg 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

円 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

kg-CO2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

※液化石油ガス（LPG）の使用量を気体（ｍ3）で把握している場合については「1ｍ3＝2.07kg」として換算してください。

⑤－①事務所の液化石油ガス（LPG）

排出係数： kg-CO2/kg 円

単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 月平均

kg 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

円 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

kg-CO2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

※液化石油ガス（LPG）の使用量を気体（ｍ3）で把握している場合については「1ｍ3＝2.07kg」として換算してください。

⑤－②建設現場等の液化石油ガス（LPG）

排出係数： kg-CO2/kg 円

単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 月平均

kg 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

円 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

kg-CO2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4. 一般廃棄物排出量等
○ 内訳については、上段に廃棄物の種類（可燃ごみ、不燃ごみ、資源ごみ等）を、下段の括弧内には当該地方公共団体等における処理方法等（焼却、最終処分（埋立）、再資源化等）を、それぞれ入力してください。

○ 処理費用には、収集運搬及び処分に関わる費用の合計を入力してください。

○ 処理費用について、再資源化のために有価物として売却している場合は、金額をマイナスで入力してください。

○ 「特別管理一般廃棄物」は、病院及び診療所等から排出される感染性廃棄物、エアコン・テレビ・電子レンジに含まれるPCBを使用した部品等の廃棄物処理法施行令第１条に定められている一般廃棄物が該当します。

（1）一般廃棄物

内訳 単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計

可燃ごみ 排出量 kg 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 120

円 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 2,400 ←米原市の可燃ごみ袋代を手入力下さい

不燃ごみ 排出量 kg ←1袋50円×2袋　使用で入力します

円

排出量 kg

円

総排出量 kg 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 120

円 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 2,400
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5. 産業廃棄物排出量等
○ 内訳には、廃棄物の種類を入力してください。

○ 再資源化量には、有価物として売却したものも含まれます。 ←排出量を手入力下さい

○ 処理費用には、収集運搬及び処分に関わる費用の合計を入力してください。 ←処理費用を手入力下さい

○ 処理費用について、再資源化のために有価物として売却している場合は、金額をマイナスで入力してください。←再資源化率は自動計算します

（1）産業廃棄物

内訳 単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計

排出量 ｔ 56.75 52.75 74.5 51 18.5 7 50.18 0 4.5 26 0 26 367.180

中間処理量 ｔ 56.75 52.75 74.50 51.00 18.50 7.00 50.18 0.00 4.50 26.00 0.00 26.00 367.18

うち再資源化量 ｔ 56.75 52.75 74.50 51.00 18.50 7.00 50.18 0.00 4.50 26.00 0.00 26.00 367.18

最終処分（埋立）量 ｔ 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

再資源化率 100% ％ 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% #DIV/0! 100% 100% #DIV/0! 100% 100%

処理費用 857 円 48,635 45,207 63,847 43,707 15,855 5,999 43,004 0 3,857 22,282 0 22,282 314,673

排出量 ｔ 14.51 7.98 0.00 0.00 36.32 24.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3.00 24.00 109.81

中間処理量 ｔ 14.51 7.98 0.00 0.00 36.32 24.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3.00 24.00 109.81

うち再資源化量 ｔ 14.51 7.98 0.00 0.00 36.32 24.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3.00 24.00 109.81

最終処分（埋立）量 ｔ 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

再資源化率 100% ％ 100% 100% #DIV/0! #DIV/0! 100% 100% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 100% 1 100%

処理費用 560 円 8,126 4,469 0 0 20,339 13,440 0 0 0 0 1,680 13,440 61,494

排出量 ｔ 0.00 0.00 0.00 0.00 0.25 26.84 61.94 1.01 0.00 1,316.00 0.26 35.70 1,442.00

中間処理量 ｔ 0.00 0.00 0.00 0.00 0.25 26.84 61.94 1.01 0.00 1,316.00 0.26 35.70 1,442.00

うち再資源化量 ｔ 0.00 0.00 0.00 0.00 0.24 25.50 58.84 0.96 0.00 1,250.20 0.25 33.92 1,369.90

最終処分（埋立）量 ｔ 0.00 0.00 0.00 0.00 0.01 1.34 3.10 0.05 0.00 65.80 0.01 1.79 72.10

再資源化率 95% ％ #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 95.0% 95.0% 95.0% 95.0% #DIV/0! 95.0% 95.0% 95.0% 95.0%

処理費用 11500 円 2,875 308,660 712,310 11,615 0 15,134,000 2,990 410,550 16,583,000

排出量 ｔ 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

中間処理量 ｔ

うち再資源化量 ｔ

最終処分（埋立）量 ｔ

再資源化率 ％

処理費用 円

排出量 ｔ 0 4.732 1.06 1.17 1.17 1.04 1.17 1.04 0 9 3.5 0 23.88

中間処理量 ｔ 0.00 4.73 1.06 1.17 1.17 1.04 1.17 1.04 0.00 9.00 3.50 0.00 23.88

うち再資源化量 ｔ 0.00 4.50 1.01 1.11 1.11 0.99 1.11 0.99 0.00 8.55 3.33 0.00 22.69

最終処分（埋立）量 ｔ 0.00 0.24 0.05 0.06 0.06 0.05 0.06 0.05 0.00 0.45 0.18 0.00 1.19

再資源化率 95% ％ #DIV/0! 95.00 95.00 95.00 95.00 95.00 95.00 95.00 #DIV/0! 95.00 95.00 #DIV/0! 95.00

処理費用 12212 円 0 57,787 12,945 14,288 14,288 12,700 14,288 12,700 109,908 42,742 291,647

排出量 ｔ 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

中間処理量 ｔ

うち再資源化量 ｔ

最終処分（埋立）量 ｔ

再資源化率 ％

処理費用 円

排出量 ｔ 1.69 0.085 0 0 0 0 0 1.05 0 0 0 0 2.825

中間処理量 ｔ 1.69 0.09 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 1.05 0.00 0.00 0.00 0.00 2.83

うち再資源化量 ｔ 1.61 0.08 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 1.00 0.00 0.00 0.00 0.00 2.68

最終処分（埋立）量 ｔ 0.08 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.05 0.00 0.00 0.00 0.00 0.14

再資源化率 95% ％ 95% 95% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 95% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 95.0%

処理費用 9333 円 15,773 793 0 0 0 0 0 9,800 26,366

排出量 ｔ

中間処理量 ｔ

うち再資源化量 ｔ

最終処分（埋立）量 ｔ

再資源化率 100% ％

処理費用 有価物 円 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

排出量 ｔ

中間処理量 ｔ

うち再資源化量 ｔ

最終処分（埋立）量 ｔ

再資源化率 95% ％

処理費用 円

排出量 ｔ

中間処理量 ｔ

うち再資源化量 ｔ

最終処分（埋立）量 ｔ

再資源化率 ％

処理費用 円

排出量 ｔ

中間処理量 ｔ

うち再資源化量 ｔ

最終処分（埋立）量 ｔ

再資源化率 ％

処理費用 円

排出量 ｔ

中間処理量 ｔ

うち再資源化量 ｔ

最終処分（埋立）量 ｔ

再資源化率 ％

処理費用 円

排出量 ｔ 5.0 5.0

中間処理量 ｔ 5.0 5.0

うち再資源化量 ｔ 0.0 0.0

最終処分（埋立）量 ｔ 5.0 5.0

再資源化率 0 ％ 0 0

処理費用 14000 円 70,000 70,000

排出量 ｔ

中間処理量 ｔ

うち再資源化量 ｔ

最終処分（埋立）量 ｔ

再資源化率 ％

処理費用 円

総排出量 ｔ 72.95 65.55 75.56 52.17 56.24 58.88 118.29 3.10 4.50 ######## 6.76 85.70 1,950.697

中間処理量 ｔ 72.95 65.55 75.56 52.17 56.24 58.88 118.29 3.10 4.50 ######## 6.76 85.70 1,950.697

うち再資源化量ｔ 72.87 65.31 75.51 52.11 56.17 57.49 110.13 2.95 4.50 ######## 6.57 83.92 1,872.262

最終処分（埋立）量 ｔ 0.08 0.24 0.05 0.06 0.07 1.39 3.16 0.16 0.00 66.25 0.19 1.79 73.435

％ 99.88% 99.63% 99.93% 100% 99.87% 97.63% 93% 95.00% 100% 95% 97% 98% 95.98%

％ 95% 95% 95% 95% 95% 95% 95% 95% 95% 95% 95% 95% 95%

処理費用 円 72,533 108,256 76,791 57,995 53,357 340,799 839,602 34,115 3,857 ########## 47,412 446,272 17,347,180

項目

コンク
リート塊
再資源化
＝100％

As・Co塊
再資源化
＝100％

紙くず
再資源化
＝85％

最終処分
＝15％

繊維くず
再資源化
＝85％

最終処分
＝15％

廃油
再資源化
＝99％

最終処分
＝1％

石膏ボー
ド

再資源化
＝0％

最終処分
＝100％

ガラス・
陶磁器く

ず
再資源化
＝0％

最終処分
＝100％

建設発生
木材

再資源化
＝95％

最終処分
＝5％

建設汚泥
再資源化
＝90％

最終処分
＝10％

建設混合
廃棄物

再資源化
＝95％

最終処分
＝5％

その他が
れき類

再資源化
＝0％

最終処分
＝100％

廃プラス
チック

再資源化
＝95％

最終処分
＝5％

金属くず
再資源化
＝100％
有価物扱

い

産業廃棄
物排出量
合　　計 再資源化率　実績

再資源化率　計画



6. 水使用量及び総排水量

（1）水使用量
○ 製品の生産において原材料等として投入される水は、「8. 資源等使用量」で把握してください。
○ サイト内で循環的に利用している水は、使用量に含めないでください。

12月 1月
内訳 単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計

使用量 m3 6 0 6 0 5 0 6 0 11 0 5 0 39
料金 円 3,702 0 3,702 0 3,702 0 3,770 0 3,770 0 3,770 0 22,416

使用量 m3

料金 円
使用量 m3 0
料金 円 0

使用量 m3 6 0 6 0 5 0 6 0 11 0 5 0 39
料金 円 3,702 0 3,702 0 3,702 0 3,770 0 3,770 0 3,770 0 22,416

（2）総排水量

内訳 単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計
河川 排水量 m3 0
湖沼 排水量 m3 0.00

排水量 m3 3 2 3 3 3 3 2 3 3 6 5 3 39
料金 円 1,317 1,317 1,317 1,317 1,317 1,317 1,317 1,342 1,342 1,342 1,342 1,342 15,929

注：公共用水域への排水にあたり、排出量料金等が必要な場合は、これを把握することが望まれます。

総排水量m3 3 2 3 3 3 3 2 3 3 6 5 3 39
料金 円 1,317 1,317 1,317 1,317 1,317 1,317 1,317 1,342 1,342 1,342 1,342 1,342 15,929

単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計
％ 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100
％ 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計
％ 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100
％ 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計
回 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12
回 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12

8. 資源等使用量（使用する主な建設資材）
○ 資源等使用量は、右の四角囲いの例を参考に、主要な物質を把握してください。
○ 資源等使用量を把握するのが困難な場合には、総製品生産量または総商品販売量に廃棄物排出量を足し合わせて算出することもできます。

単位 使用量 備考（保管量等） 6月 7月 8月 9月 10月 11月
㎥ 1,877 生コンクリート
ｔ 954 砕石
ｔ 281 山砂
ｔ 0 土砂
ｔ 10,953 山土
ｔ 0 木材
ｔ
ｔ
ｔ

砕石
山砂
土砂
山土
木材

対象期間（　2019年6月1日　～　2020年5月31日　）
資源の種類

生コンクリート

種類

本社上水

資材置場上水

地下水

水使用量合計

種類
公
共
用

下水道

総排水量合計

濁水防止監視
濁水防止監視　計画
濁水防止監視　実績

環境配慮施工
環境配慮施工　計画
環境配慮施工　実績

社会貢献活動
社会貢献活動　計画
社会貢献活動　実績



1-1. 事業の規模
○ エネルギー使用量等の環境負荷の総量のデータを原単位で把握するために用います。

指標 単位

工事等の件数 件

従業員数 人

売上高 百万円

事務所床面積 m2

車庫床面積 m2

駐車場面積 m2

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

1,212

55

11

70

14

43

120

1,212

10

120

対　象　期　間

（2018年6月1日~2019年5月31日） （2019年6月1日~2020年5月31日） （2020年6月1日~2021年5月31日） （　　年　　月～　　年　　月）

45

（2020年6月1日~2021年5月32日）

1,212

443 615 687

70 70

120



1-2．建設現場等の概要及び件数

<元請工事・業務等>

工事・業務等の名称 工事業務等の内容 対象期間
環境配慮事項

（CO2排出予想量）
使用建機等 発注元

3  

52 百万円

10 件

80 百万円

8 件

323 百万円

1 件

4 百万円

件

百万円

<下請工事・業務等>

工事・業務等の名称 工事業務等の内容 対象期間
環境配慮事項

（CO2排出予想量）
使用建機等 発注元

10 件

183 百万円

8 件

38 百万円

1 件

0.5 百万円

2 件

0.7 百万円

件

百万円

件

百万円

○ 規模が比較的大きな建設現場（元請工事金額5,000万円以上が一つの目安）は、工事毎に記入してください。
○ 上記の規模以下の建設現場は、同種の工事等をまとめて名称及び件数と合計金額を記入してください。
○ 内容の欄には、主な工種や作業内容（例：土工、コンクリート工、水路工、舗装工、戸建住宅新築工事、工場増築工事、協同住宅設計、橋梁上部設計、測量調査）等を記入してください。
○ 環境配慮事項の欄には、工事の内容から必要とされる建設現場等周辺への環境配慮事項を記入してください。
　また、規模が比較的大きな建設現場（元請工事金額5,000万円以上が一つの目安）は、できる限り二酸化炭素の排出予想量を記入してください。
○ 使用建機等の欄には、工事現場で使用する主な建設機械（建機）や設備機器等を記入してください。
○ 発注元の欄には発注元が、公共機関であるか民間であるかの別を記入してください。下請工事の場合は、元請の発注元を記入してください。

規模（金額）

土木工事 土工、コンクリート工、構造物工 Ｒ2.6～Ｒ3.5
使用重機の騒音・振動による粉じ
ん・乳剤の漏洩、濁水

路面切削機・バックフホ
ウ・ダンプトラック・コ
ンバインドローラー・タ
イヤローラー

滋賀県、米原市他

滋賀県、米原市他舗装工事 舗装工 Ｒ2.6～Ｒ3.5
使用重機の騒音・振動による粉じ
ん・乳剤の漏洩、濁水

路面切削機・バックフホ
ウ・ダンプトラック・コ
ンバインドローラー・タ
イヤローラー

水道工事 土工、コンクリート工、構造物工 Ｒ2.6～Ｒ3.5
使用重機の騒音・振動による粉じ
ん・乳剤の漏洩、濁水

路面切削機・バックフホ
ウ・ダンプトラック・コ
ンバインドローラー・タ
イヤローラー

土木・とび・土工事 土工、コンクリート工、構造物工 Ｒ2.6～Ｒ3.5
使用重機の騒音・振動による粉じ
ん・乳剤の漏洩、濁水

路面切削機・バックフホ
ウ・ダンプトラック・コ
ンバインドローラー・タ
イヤローラー

規模（金額）

土木工事 土工、コンクリート工、構造物工 Ｒ2.6～Ｒ3.5
使用重機の騒音・振動による粉じ
ん・乳剤の漏洩、濁水

バックホウ・ダンプ

舗装工事 舗装工 Ｒ2.6～Ｒ3.5
使用重機の騒音・振動による粉じ
ん・乳剤の漏洩、濁水

バックホウ・ダンプ

土木、とび・土工事 土工、コンクリート工、構造物工 Ｒ2.6～Ｒ3.5
使用重機の騒音・振動による粉じ
ん・乳剤の漏洩、濁水

バックホウ・ダンプ

その他工事



2. 環境への負荷の状況（取りまとめ表）
○ 本取りまとめ表は、「3. エネルギー使用量」「4. 一般廃棄物排出量等」「5. 産業廃棄物排出量等」「6. 水使用量及び総排水量」「7. 化学物質使用量」を一表に取りまとめたもので、各表の黄色のセルの合計値が自動で入力されるよう設定しています。

　（黄色のセルは自動で入力されます）

○ 「環境負荷の要因となる主な活動・設備等」については、できる限り具体的に書いてください。 ＊ 4-2-3,4-2-4,4-2-5,4-2-6で手入力下さい（すべてリンクして、作成されます。
○ 太枠内に前年度や基準年度等のデータを入力することにより、取組の効果等を評価することができます。

CO2排出量（kg-CO2) 料金（円） CO2排出量（kg-CO2) 割合 料金（円） CO2排出量（kg-CO2) 割合 環境負荷となる主な活動・設備（具体的に） 料金（円） CO2排出量（kg-CO2) 割合

3,299 ｋWｈ 1,379 2,713 kWh 95,676 1,134 0.8% 3,381 kWh 121,775 1,413 0.9%

3,299 ｋWｈ 1,379 2,713 kWh 95,676 1,134 0.9% 3,381 kWh 121,775 1,413 0.9% 照明・エアコン・OA機器

0 ｋWｈ 0 0 kWh 0 0 0 0 kWh 0 0

0 ｋWｈ 0 0 kWh 0 0 0 0 kWh 0 0

0 ｋWｈ 0 0 kWh 0 0 0 0 kWh 0 0

0 ｋWｈ 0 0 kWh 0 0 0 0 kWh 0 0

0 ｋWｈ 0 0 kWh 0 0 0 0 ｋｗｈ 0 0

4,540 L 10,533 5,695 L 821,324 13,212 9.2% 5,380 L 657,814 12,481 8.2%

4,540 L 10,533 5,695 L 821,324 13,212 9.2% 5,380 L 657,814 12,481 8.2% 自動車

0 L 0 0 L 0 0 0 0 L 0 0

0 L 0 0 L 0 0 0 0 L 0 0

48,287 L 124,579 49,892 L 4,438,372 128,722 89.2% 53,662 L 4,176,724 138,448 90.9%

0 L 0 0 L 0 0 0 53,662 L 4,176,724 138,448 90.9%

48,287 L 124,579 49,892 L 4,438,372 128,722 89.2% 0 L 0 0 車両・建設重機

0 L 0 508 L 48,556 1,265 0.9% 0 L 0 0

0 L 0 508 L 48,556 1,265 0.9% 0 L 0 0 ｽﾄｰﾌﾞ

0 L 0 0 L 0 0 0 0 L 0 0

0 ｋｇ 0 0 ｋｇ 0 0 0 0 kg 0 0

0 ｋｇ 0 0 ｋｇ 0 0 0 0 kg 0 0

0 ｋｇ 0 0 ｋｇ 0 0 0 0 kg 0 0

合計（エネルギー） 136,492 5,403,928 144,333 100% 4,956,313 152,343 100%

308 235 222

120 ｋｇ 120 ｋｇ 2,400 120 ｋｇ 2,400

429.8 ｔ 1,950.7 ｔ 993.4 ｔ

中間処理量 429.8 ｔ 1,950.7 ｔ 993.4 ｔ

うち再資源化量 428.1 ｔ 1,872.3 ｔ 989.5 ｔ

最終処分（埋立）量 1.64 ｔ 73.4 ｔ 1.98 ｔ

再資源化率 99.62% ％ 95.98% ％ 99.60% ％

0 ｔ 0 ｔ 0 ｔ

中間処理量 0 ｔ 0 ｔ 0 ｔ

うち再資源化量 0 ｔ 0 ｔ 0 ｔ

最終処分（埋立）量 0 ｔ 0 ｔ 0 ｔ

再資源化率 0 ％ 0 ％ 0 ％

上水 26 ㎥ 39 ㎥ 22,416 38 m3 22,620

工業用水 0 ㎥ 0 ㎥ 0 0 m3 0

地下水 0 ㎥ 0 ㎥ 0 0 m3 0

下水道 26 ㎥ 39 ㎥ 15,929 38 ㎥ 16,029

22,791,852 6,371,874

④灯油　全社（合計）

④－①灯油　事務所、資材倉庫　

⑦その他1

③軽油　全社(合計）

②ー①ガソリン　事務所(本社）

②－②ー①建設現場等のガソリン

②－②－②建設現場等のガソリン

③－①事務所等の軽油

③－②建設現場等の軽油

2021年度　2021年6月1日　 〜 　2022年5月31日

量

　2019年度　2019年6月1日 〜 2020年5月31日

量量

2018年6月1日～2019年5月31日
2018年度　　基準年

④－②建設現場等の灯油

⑤液化石油ガス（LPG）　全社(合計）

⑤－①事務所の液化石油ガス（LPG）

①－①電力　事務所（本社）

①－②電力　資材倉庫

①－③－①建設現場　購入電力

①－③－②建設現場　購入電力

①－③ー③建設現場　購入電力

項目

①－③建設現場等の購入電力（合計）

②ガソリン　 全社（合計）

エネルギー
使用量

（シート：
3. エネル
ギー使用

量）

二酸化炭素排出量/百万円

⑤－②建設現場等の液化石油ガス（LPG）

1,374,512

産業廃棄物（特別管理）総排出量
（シート：5. 産業廃棄物排出量等）

0

一般廃棄物総排出量
（シート：4. 一般廃棄物排出量等）

水使用量
（シート：
6. 水使用量
及び総排出

量）
排水

料金合計

17,347,180

0

2020年度　　取組年　　　2020年6月1日　～　2021年5月31日

量

料金合計

①電力全社　（合計）

産業廃棄物総排出量
（シート：5. 産業廃棄物排出量等）

化学物質
使用量

（シート：
7. 化学物質使用

量）



3. エネルギー使用量 ＊各エネルギー使用量は、該当月(赤字部）の欄　2020年度の実績を入力下さい（黒字部は自動計算されます）
○ 電力使用量、各種エネルギー使用量等を入力してください。

○ 「月平均」は自動で計算されますが、1年（12ヶ月）のデータ入力を前提に計算式を設定していますので、環境負荷を把握する期間が1年未満の場合は、必要に応じて計算式を変更してください。

（1）電力

○ 購入電力は「電力1」～「電力3」及び「建設現場等の購入電力」の表を、自家発電は「電力4」～「電力5」の表を使用して、それぞれ入力してください。
＜購入電力＞
・「購入先」の欄には電気事業者名を入力してください。
・「排出係数」の欄には当該電気事業者の調整後排出係数を入力してください。排出係数は「温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度」の電気事業者別排出係数関連ページ：https://ghg-santeikohyo.env.go.jp/calc/denkiより入手できます。
　こちらから入手できる排出係数の単位は「t-CO2/kWh」ですが、本表では単位を「kg-CO2/kWh」としているため、1,000を乗じて入力してください。

＜自家発電＞

・「設備名」の欄には発電機、太陽光発電等の設備名を入力してください。
・自家発電で化石燃料を使用した場合、電力としては把握せず、重油等の使用量等を「（2）化石燃料」の表で把握してください。 使用量を手入力下さい

＊　取組年　2020年（2020年6月1日　～　2021年5月31日） 料金を手入力下さい

①電力全社　（合計） ＊（合計　黒字部は下記①-①～①ー③からリンクして自動計算されます。） CO2排出量は自動計算されます（入力不要）

購入先：

排出係数： kg-CO2/kWh 平均単価： 12.2 円/kWh

単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 月平均

kWh 189 249 228 285 241 274 365 487 395 277 200 191 3,381 282
円 7,403 9,543 9,023 10,327 9,193 9,857 11,986 14,962 12,673 9,842 8,162 8,095 121,775 10,089

kg-CO2 79 104 95 119 101 115 153 204 165 116 84 80 1,413 118

①－①電力　事務所（本社）

購入先：

排出係数： kg-CO2/kWh 平均単価： 12.2 円/kWh

単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 月平均

kWh 189 249 228 285 241 274 365 487 395 277 200 191 3,381 282

円 8,112 9,543 9,023 10,327 9,193 9,857 11,986 14,962 12,673 9,842 8,162 8,095 121,775 10,148

kg-CO2 79.0 104.1 95.3 119.1 100.7 114.5 152.6 203.6 165.1 115.8 83.6 79.8 1,413 118

①－②電力　資材倉庫

購入先：

排出係数： kg-CO2/kWh 平均単価： 円/kWh

単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 月平均

kWh

円

kg-CO2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

項目

関西電力㈱

0.418

項目

使用量

料金

CO2排出量

使用量

料金

CO2排出量

関西電力㈱

0.418

項目

使用量

料金

CO2排出量

関西電力㈱

0.418



①－③建設現場等の購入電力（合計）

現場名： 購入先： 関西電力㈱ 排出係数： 0.418 kg-CO2/kWh

排出係数： kg-CO2/kWh 平均単価： 円/kWh

単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 月平均

kWh 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

円 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

kg-CO2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

①－③－①建設現場　購入電力 購入先： 関西電力㈱ 排出係数： 0.418 kg-CO2/kWh

現場名： 平均単価： 円/kWh

項目 単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 月平均

使用量 kWh 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

円

kg-CO2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

①－③－②建設現場　購入電力 購入先： 関西電力㈱ 排出係数： 0.418 kg-CO2/kWh

現場名： 平均単価： 円/kWh

項目 単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 月平均

kWh 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

円

kg-CO2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

①－③ー③建設現場　購入電力 購入先： 関西電力㈱ 排出係数： 0.418 kg-CO2/kWh

現場名：

項目 単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 月平均

kWh 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

円

kg-CO2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

○ ①～⑪に該当しない項目で大量に使用しているエネルギーがある場合には、⑫以降の表に入力してください。

○ 排出係数は「地球温暖化対策の推進に関する法律」の単位発熱量と炭素排出係数を用い、算出しています（「単位発熱量」×「炭素排出係数」×44/12）。【参考】二酸化炭素の分子量は44、炭素の原子量は12。

②ガソリン　 全社（合計）

排出係数： kg-CO2/L

単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 月平均

L 464 421 538 497 462 481 481 437 446 435 380 339 5,380 448
円 58,439 59,711 71,554 65,538 61,446 61,581 62,049 56,373 58,872 61,335 54,340 48,477 657,814 54,818

kg-CO2 1,076 976 1,248 1,152 1,072 1,116 1,116 1,014 1,035 1,009 882 786 12,481 1,040
re 集計間違っていませんか？

0.418

項目

料金

使用量

料金

CO2排出量

CO2排出量

CO2排出量

CO2排出量

使用量

2.32

項目

料金

使用量

料金

使用量

料金

CO2排出量



②ー①ガソリン　事務所(本社）

排出係数： kg-CO2/L

単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 月平均

L 464 421 538 497 462 481 481 437 446 435 380 339 5,380 448

円 58,439 29,015 40,350 65,538 61,446 61,581 62,049 56,373 58,872 61,335 54,340 48,477 657,814 54,818

kg-CO2 1,076 976 1,248 1,152 1,072 1,116 1,116 1,014 1,035 1,009 882 786 12,481 1,040

126 142 133 132 133 128 129 129 132 141 143 143 134

②ー②ｶﾞｿﾘﾝ　建設現場　合計

排出係数： kg-CO2/L

単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 月平均

L 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

円 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

kg-CO2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

②－②ー①建設現場等のガソリン

排出係数： kg-CO2/L 円

単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 月平均

L 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

円 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

kg-CO2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

②－②－②建設現場等のガソリン ﾋﾟｨｰﾃｨｰｼｨｰ㈲

排出係数： kg-CO2/L

単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 月平均

L 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

円 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

kg-CO2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

③軽油　全社(合計）

排出係数： kg-CO2/L 円

単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 月平均

L 2,839 2,126 3,395 4,388 3,872 5,217 5,109 5,910 9,724 6,759 2,518 1,805 53,662 4,472
円 198,730 146,694 254,625 329,100 290,400 375,624 367,848 455,070 777,920 588,033 226,620 166,060 4,176,724 348,060

kg-CO2 7,325 5,485 8,759 11,321 9,990 13,460 13,181 15,248 25,088 17,438 6,496 4,657 138,448 11,537

使用量

料金

項目

使用量

料金

CO2排出量

2.32

料金

2.32

項目

使用量

料金

2.32

項目

使用量

料金

CO2排出量

2.32

項目

使用量

CO2排出量

CO2排出量

CO2排出量

2.58

項目



③－①事務所等の軽油

排出係数： kg-CO2/L 円

単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 月平均

L 2,839 2,126 3,395 4,388 3,872 5,217 5,109 5,910 9,724 6,759 2,518 1,805 53,662 4,472
円 198,730 146,694 254,625 329,100 290,400 375,624 367,848 455,070 777,920 588,033 226,620 166,060 4,176,724 348,060

kg-CO2 7,325 5,485 8,759 11,321 9,990 13,460 13,181 15,248 25,088 17,438 6,496 4,657 138,448 11,537
70 69 75 75 75 72 72 77 80 87 90 92 77.83

③－②建設現場等の軽油

排出係数： kg-CO2/L 円

単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 月平均

L 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

円 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

kg-CO2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

料金 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

④灯油　全社（合計）

排出係数： kg-CO2/L 円

単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 月平均

L 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

円 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

kg-CO2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

④－①灯油　事務所、資材倉庫　 0

排出係数： kg-CO2/L 円

単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 月平均

L 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

円 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

kg-CO2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

④－②建設現場等の灯油

排出係数： kg-CO2/L 円

単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 月平均

L 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

円 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

kg-CO2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

CO2排出量

2.58

項目

使用量

料金

CO2排出量

2.49

項目

使用量

使用量

料金

CO2排出量

2.49

項目

料金

項目

使用量

料金

2.58

項目

使用量

料金

CO2排出量

2.49

CO2排出量



⑤液化石油ガス（LPG）　全社(合計）

排出係数： kg-CO2/kg 円

単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 月平均

kg 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

円 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

kg-CO2 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

※液化石油ガス（LPG）の使用量を気体（ｍ3）で把握している場合については「1ｍ3＝2.07kg」として換算してください。

⑤－①事務所の液化石油ガス（LPG）

排出係数： kg-CO2/kg 円

単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 月平均

kg 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

円 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

kg-CO2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

※液化石油ガス（LPG）の使用量を気体（ｍ3）で把握している場合については「1ｍ3＝2.07kg」として換算してください。

⑤－②建設現場等の液化石油ガス（LPG）

排出係数： kg-CO2/kg 円

単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 月平均

kg 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

円 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

kg-CO2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑦その他1名称

排出係数：

単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計 月平均

円

kg-CO2CO2排出量

使用量

料金

CO2排出量

CO2排出量

3.00

項目

項目

使用量

料金

使用量

項目

CO2排出量

3.00

料金

3.00

項目

使用量

料金



4. 一般廃棄物排出量等 ＊2020年度の実績に変更下さい（このままでもOKです）

○ 内訳については、上段に廃棄物の種類（可燃ごみ、不燃ごみ、資源ごみ等）を、下段の括弧内には当該地方公共団体等における処理方法等（焼却、最終処分（埋立）、再資源化等）を、それぞれ入力してください。

○ 処理費用には、収集運搬及び処分に関わる費用の合計を入力してください。

○ 処理費用について、再資源化のために有価物として売却している場合は、金額をマイナスで入力してください。

○ 「特別管理一般廃棄物」は、病院及び診療所等から排出される感染性廃棄物、エアコン・テレビ・電子レンジに含まれるPCBを使用した部品等の廃棄物処理法施行令第１条に定められている一般廃棄物が該当します。

（1）一般廃棄物 ＊　取組年　2020年（2020年6月1日　～　2021年5月31日）

内訳 単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計

可燃ごみ 排出量 kg 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 120

（　　　　　　　　） 円 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 2,400

不燃ごみ 排出量 kg 0

（　　　　　　　　） 円 0

排出量 kg 0

（　　　　　　　　） 円 0

排出量 kg 0

（　　　　　　　　） 円 0

総排出量 kg 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 120

円 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 2,400

項目

処理費用

処理費用

処理費用

処理費用

合計
処理費用



5. 産業廃棄物排出量等 ＊2020年度の実績を入力下さい
○ 内訳には、廃棄物の種類を入力してください。

○ 再資源化量には、有価物として売却したものも含まれます。 ←排出量を手入力下さい ←手入力すると　94行～100行に集計されます
○ 処理費用には、収集運搬及び処分に関わる費用の合計を入力してください。 ←処理費用を手入力下さい

○ 処理費用について、再資源化のために有価物として売却している場合は、金額をマイナスで入力してください。 ←再資源化率等は自動計算します

（1）産業廃棄物 ＊　取組年　2020年（2020年6月1日　～　2021年5月31日）

内訳 単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計

排出量 ｔ 35.0 106.4 64 123 2 45 132 114 72 51 36 19 799.4

中間処理量 ｔ 35.0 106.4 64 123 2 45 132 114 72 51 36 19 799.4

うち再資源化量 ｔ 35.0 106.4 64 123 2 45 132 114 72 51 36 19 799.4

最終処分（埋立）量 ｔ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

再資源化率 100% ％ 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

処理費用 857 円 29,995 1 54,848 105,411 1,714 38,565 113,124 97,698 61,704 43,707 30,852 16,283 593,902

排出量 ｔ 1.64 0.76 11 10 11.44 10 17 45 4.61 3 14 24 152.45

中間処理量 ｔ 1.64 0.76 11 10 11.44 10 17 45 4.61 3 14 24 152.45

うち再資源化量 ｔ 1.64 0.76 11 10 11.44 10 17 45 4.61 3 14 24 152.45

最終処分（埋立）量 ｔ 0.00 0.00 0 0 0.00 0 0 0 0 0 0 0 0.00

再資源化率 100% ％ 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

処理費用 560 円 918 426 6,160 5,600 6,406 5,600 9,520 25,200 2,582 1,680 7,840 13,440 85,372

排出量 ｔ 0.93 2.06 4.37 12.75 0.25 0.17 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20.53

中間処理量 ｔ 0.93 2.06 4.37 12.75 0.25 0.17 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20.53

うち再資源化量 ｔ 0.88 1.96 4.15 12.11 0.24 0.16 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 19.50

最終処分（埋立）量 ｔ 0.05 0.10 0.22 0.64 0.01 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.03

再資源化率 95% ％ 95.0% 95.0% 95.0% 95.0% 95.0% 95.0% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 95.0%

処理費用 11500 円 2,875 1,955 0 0 0 0 0 0 4,830

排出量 ｔ 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 2

中間処理量 ｔ

うち再資源化量 ｔ

最終処分（埋立）量 ｔ

再資源化率 ％

処理費用 円

排出量 ｔ 0.88 0.78 0 0.78 2.6 0 1.48 4.68 2.678 3.4 0 0 17.28

中間処理量 ｔ 0.88 0.78 0 0.78 2.60 0 1.48 4.68 2.68 3.40 0 0 17.28

うち再資源化量 ｔ 0.84 0.74 0 0.74 2.47 0 1.41 4.45 2.54 3.23 0 0 16.41

最終処分（埋立）量 ｔ 0.04 0.04 0 0.04 0.13 0 0.07 0.23 0.13 0.17 0 0 0.86

再資源化率 95% ％ 95.00 95.00 #DIV/0! 95.00 95.00 #DIV/0! 95.00 95.00 95.00 95.00 #DIV/0! #DIV/0! 95.00

処理費用 39000 円 34,320 30,420 0 30,420 101,400 0 57,720 182,520 104,442 132,600 0 0 673,842

排出量 ｔ 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

中間処理量 ｔ

うち再資源化量 ｔ

最終処分（埋立）量 ｔ

再資源化率 ％

処理費用 円

排出量 ｔ 1.69 0.085 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1.775

中間処理量 ｔ 1.69 0.09 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1.78

うち再資源化量 ｔ 1.61 0.08 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1.69

最終処分（埋立）量 ｔ 0.08 0.00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.09

再資源化率 95% ％ 95% 95% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 95.0%

処理費用 9333 円 15,773 793 0 0 0 0 0 0 16,566

項目

コンクリート塊
再資源化＝100％

As・Co塊
再資源化＝100％

建設発生木材
再資源化＝95％
最終処分＝5％

建設汚泥
再資源化＝90％
最終処分＝10％

建設混合廃棄物
再資源化＝95％
最終処分＝5％

その他がれき類
再資源化＝0％

最終処分＝100％

廃プラスチック
再資源化＝95％
最終処分＝5％



排出量 ｔ

中間処理量 ｔ

うち再資源化量 ｔ

最終処分（埋立）量 ｔ

再資源化率 100% ％

処理費用 有価物 円 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

排出量 ｔ

中間処理量 ｔ

うち再資源化量 ｔ

最終処分（埋立）量 ｔ

再資源化率 95% ％

処理費用 円

排出量 ｔ

中間処理量 ｔ

うち再資源化量 ｔ

最終処分（埋立）量 ｔ

再資源化率 ％

処理費用 円

排出量 ｔ

中間処理量 ｔ

うち再資源化量 ｔ

最終処分（埋立）量 ｔ

再資源化率 ％

処理費用 円

排出量 ｔ

中間処理量 ｔ

うち再資源化量 ｔ

最終処分（埋立）量 ｔ

再資源化率 ％

処理費用 円

排出量 ｔ 0.0 0.0

中間処理量 ｔ 0.0 0.0

うち再資源化量ｔ 0.0 0.0

最終処分（埋立）量ｔ 0.0 0.0

再資源化率 0 ％ #DIV/0! #DIV/0!

処理費用 14000 円 0 0

排出量 ｔ

中間処理量 ｔ

うち再資源化量 ｔ

最終処分（埋立）量 ｔ

再資源化率 ％

処理費用 円

総排出量 ｔ 40.14 110.09 79.37 146.53 16.29 57.17 150.48 163.68 79.29 57.40 50.00 43.00 993.43

中間処理量 ｔ 40.14 110.09 79.37 146.53 16.29 57.17 150.48 163.68 79.29 57.40 50.00 43.00 993.43

うち再資源化量ｔ 39.97 109.94 79.15 145.85 16.15 55.16 150.41 163.45 79.15 57.23 50.00 43.00 989.45

最終処分（埋立）量ｔ 0.18 0.15 0.22 0.68 0.14 0.01 0.07 0.23 0.13 0.17 0.00 0.00 1.98

％ 99.56% 99.87% 99.72% 100% 99.13% 96.49% 100% 99.86% 100% 100% 100% 100% 99.60%

％ 95% 95% 95% 95% 95% 95% 95% 95% 95% 95% 95% 95% 95%

処理費用 円 81,006 31,640 61,008 141,431 112,395 46,120 180,364 305,418 168,728 177,987 38,692 29,723 1,374,512

金属くず
再資源化＝100％

有価物扱い

紙くず
再資源化＝85％
最終処分＝15％

繊維くず
再資源化＝85％
最終処分＝15％

廃油
再資源化＝99％
最終処分＝1％

石膏ボード
再資源化＝0％

最終処分＝100％

ガラス・陶磁器く
ず

再資源化＝0％
最終処分＝100％

産業廃棄物排出量
合　　計

再資源化率　実績

再資源化率　計画



6. 水使用量及び総排水量 ＊2020年度の実績を入力下さい

（1）水使用量

○ 製品の生産において原材料等として投入される水は、「8. 資源等使用量」で把握してください。

○ サイト内で循環的に利用している水は、使用量に含めないでください。

＊　取組年　2020年（2020年6月1日　～　2021年5月31日）

内訳 単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計

使用量 m3 6 0 7 0 6 0 6 0 7 0 6 0 38
料金 円 3,770 0 3,770 0 3,770 0 3,770 0 3,770 0 3,770 0 22,620

使用量 m3

料金 円

使用量 m3 0
料金 円 0

使用量 m3 6 0 7 0 6 0 6 0 7 0 6 0 38
料金 円 3,770 0 3,770 0 3,770 0 3,770 0 3,770 0 3,770 0 22,620

（2）総排水量

内訳 単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計

河川 排水量 m3 0
湖沼 排水量 m3 0.00

排水量 m3 4 3 3 3 3 3 2 3 3 3 3 3 38
料金 円 1,342 1,342 1,342 1,342 1,317 1,317 1,317 1,342 1,342 1,342 1,342 1,342 16,029

注：公共用水域への排水にあたり、排出量料金等が必要な場合は、これを把握することが望まれます。

総排水量 m3 4 3 3 3 3 3 2 3 3 3 3 3 38
料金 円 1,342 1,342 1,342 1,342 1,317 1,317 1,317 1,342 1,342 1,342 1,342 1,342 16,029

単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計
％ 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100
％ 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計
％ 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100
％ 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

単位 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計

回 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12
回 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12

社会貢献活動　計画

社会貢献活動　実績

濁水防止監視

濁水防止監視　計画

濁水防止監視　実績

環境配慮施工

環境配慮施工　計画

環境配慮施工　実績

種類

本社上水

資材置場上水

地下水

社会貢献活動

下水道

総排水量合計

水使用量合計

種類

公共用
水域



7. 化学物質使用量 ＊化学物質の取扱いがない事業者は、作成は不要です。コピー不要です。
○ 施工段階で使用する接着剤、防水剤、塗料等で、化学物質を含む製品を使用する事業者においては、使用する化学物質の量を把握します。

○ 把握する化学物質は、原則としてPRTR制度対象物質とします。

○ 製品における化学物質の含有率は、対象となる製品の容器に記載された成分表をもとに把握できます。成分表が記載されていない場合は、製造元や卸売業者、小売業者にSDS（安全データシート）を請求し、含有率を把握してください。

○ 年間使用量は、期首保管量に年間購入量を加えた量から期末保管量を差し引いたものとなります。保管量の把握が難しい場合は購入量で把握してください。

単位 年間購入量（A) 期首保管量（B） 期末保管量（C） 年間使用量（A+B-C）

製品名【 】

【 】

含有率【 】

製品名【 】

【 】

含有率【 】

製品名【 】

【 】

含有率【 】

製品名【 】

【 】

含有率【 】

製品名【 】

【 】

含有率【 】

製品名【 】

【 】

含有率【 】

製品名／化学物質の種類

購入量 kg
含有PRTR制度対象物質名

含有量 kg

購入量 kg
含有PRTR制度対象物質名

含有量 kg

購入量 kg
含有PRTR制度対象物質名

含有量 kg

含有PRTR制度対象物質名

含有量 kg

購入量 kg

購入量 kg
含有PRTR制度対象物質名

含有量 kg

含有PRTR制度対象物質名

含有量 kg

購入量 kg



8. 資源等使用量（使用する主な建設資材） ＊2020年度の実績を入力下さい

○ 資源等使用量は、右の四角囲いの例を参考に、主要な物質を把握してください。

○ 資源等使用量を把握するのが困難な場合には、総製品生産量または総商品販売量に廃棄物排出量を足し合わせて算出することもできます。

単位 使用量 備考（保管量等）

㎥ 1,877

ｔ 954

ｔ 281

ｔ 0

ｔ 10,953

ｔ 0

ｔ

ｔ

ｔ

対象期間（　2020年6月1日　～　2021年5月31日　）

資源の種類

生コンクリート

砕石

山砂

土砂

山土

木材



9. 総製品生産量または販売量　　　＊製品・商品の販売がない事業者は作成不要です。コピー不要です。

○ 設備工事業等商品販売を伴う場合、その他工場やプラント等を有する建設業者は、商品等の生産量または販売量を把握してください。

単位 生産・販売量

t

t

t

t

t

重量合計 t 0.00

対象期間（　　年　　月　～　　年　　月）

製品名等

製
品
・
商
品

重
量

重
量
以
外



様式4-3-1　取組自己ﾁｪｯｸ（Ⅰ）

別表　環境への取組の自己チェック表【建設業者向け】Ⅰ．建設業に関する取組
○
○ 総合結果 168 ／ 184

○
○

○

○

１．建設業の取組に関する項目 大項目結果 72 ／ 76

１）省エネルギー 中項目結果 54 ／ 58

①エネルギーの効率的利用及び日常的なエネルギーの節約

設
計
・
調
達

施
工
管
理

保
守
点
検

1 ○ ○ 施工方法や作業方法を見直し、エネルギーの効率的利用をしている 3 2 6 6
1 ○ ○ ICTの活用など、既存の工法を変更し、エネルギーの消費を抑えている 2 1 2 4

1 ○ ○
建設現場の作業規模に応じた建設機械などの種類や規格を用いることでエネルギーの消費を抑えてい
る

3 2 6 6

1 ○ ○ 生コンクリートの打設など、気温や湿度、天候、季節に左右される工種は、最適時期に施工するよう
工程を工夫している

3 2 6 6

○ ○ 運搬計画を見直し、エネルギー消費の少ない運搬を行っている － －

1 ○ ○

使用する建設機械、機械を効率的使用の観点からから見直し、エネルギーの消費を抑えている（建設
機械を大型化し作業日数を短縮する、資材納入車両を大型化し運搬回数を減少させる、連絡車を普通
自動車から軽自動車に変更する、鉄骨材を設計変更により軽量化しクレーンを小型化する等）

2 1 2 4

○ ○
建設副産物、建設発生土、資材の運搬場所、運搬ルートを見直し、運搬・輸送距離の短縮を図ってい
る

－ －

1 ○ ○ 仮設照明は白熱球を取りやめ、LEDに切り替える 2 2 4 4
－ －
－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

②建設機械及び設備機器などの適正管理

設
計
・
調
達

施
工
管
理

保
守
点
検

1 ○ 建設機械（ショベル、ブルドーザー、クレーンなど）の省燃費運転を行っている 3 2 6 6
1 ○ ○ 建設機械の事前事後の点検整備を怠りなく行っている 3 2 6 6
1 ○ ○ 排出車両（ダンプトラックなど）における過積載を行わないよう教育し、監視している 3 2 6 6

○ ○ ○ エンジンオイルは環境に配慮した製品を用いている － －
○ ○ ○ バイオ燃料（廃食用油からの再生燃料など）も現場車両に用いている － －

1 ○ ○ ハイブリット建機、電気駆動建機などを導入している 2 2 4 4
1 ○ ○ 低騒音、低振動建機を利用している 3 2 6 6

－ －
－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

２）省資源 中項目結果 10 ／ 10

設
計
・
調
達

施
工
管
理

保
守
点
検

○ ○ 施工に合わせて、スプレーガンなどの利用で塗料や洗浄剤などの使用量を抑制している － －
1 ○ ○ 仮設材料を工夫し、安全を重視しつつ再利用するなど環境に配慮している 2 2 4 4
1 ○ ○ 建設発生土の場内利用や、再利用を図る工夫をしている 3 2 6 6

－ －
－

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

組織の環境への取組状況について、本チェック表（Excelファイル）を基に把握してください。
追加する取組がある場合には、それぞれの項目の下の空欄に取組の内容を記入してください。

関連する取組についてのみ、左の「チェック」の欄に「1」を入力してください。
「重要度」の欄に、環境経営に著しい効果があると考えられる項目には「3」を、かなり効果がある項目には「2」
を、多少効果がある項目には「1」を入力してください。

「取組」の欄に、既に取り組んでいる活動には「2」を、さらに取組が必要は活動には「1」を、取り組んでいない
活動には「0」を入力してください。

評価点及び結果の点数は、自動で入力されます。

ﾁｪｯｸ

段階

具体的な取組内容 重要度 取組 評価点

ﾁｪｯｸ

段階

具体的な取組内容 重要度 取組 評価点

ﾁｪｯｸ

段階

具体的な取組内容 重要度 取組 評価点



３）水の効率的利用及び日常的な節水 中項目結果 8 ／ 8

設
計
・
調
達

施
工
管
理

保
守
点
検

○
建設現場など（道路路面への散水など）や資機材置場で使用する水を再利用するための設備を設置
し、活用している（中水利用）

－ －

○ 粉塵飛散防止のための散水や打ち水によるクールダウンには雨水や中水を有効に利用している － －
○ ○ 雨水の貯留タンクや雨水利用施設の設置などにより、雨水利用を行っている － －

○ 舗装工事の舗設で使用する散水用の水は、排水路の水や雨水などを利用している － －
○ 街路樹や公園緑化の植栽工事で使用する散水用の水は、排水路の水や雨水などを利用している － －

1 ○ 建設機械などの洗車には、排水路の水や雨水などを利用している 2 2 4 4
1 ○ 建設機械などを洗車する場合は、泥などを落としてから行っている 2 2 4 4

○ 建設機械などの洗車などに使用するホースの先には、ストッパーを付けている － －
－ －
－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

４）化学物質使用量の抑制及び管理 中項目結果 0 ／ 0

設
計
・
調
達

施
工
管
理

保
守
点
検

○ ○
建設現場などで使用する有害性の化学物質（塗料に含まれるシンナーやトルエン、硬化剤に含まれる
アミン類など）は、流出防止対策を徹底している

－ －

○ ○
建設現場などで使用する有害性の化学物質（塗料に含まれるシンナーやトルエン、硬化剤に含まれる
アミン類など）の拡散防止対策を徹底している

－ －

○ ○
接着剤、防水剤、塗料などに含まれる有害性の化学物質（塗料に含まれるシンナーやトルエン、硬化
剤に含まれるアミン類など）の削減に取り組んでいる

－ －

○ ○ 建設現場などで使用する化学物質は、生分解性などの環境にやさしい製品の使用促進を行っている － －
○ ○ 建設現場などにおける化学物質は必要最小限の使用量とし、保管は原則行わないようにしている － －
○ ○ 消毒用アルコールを非危険物のものにしている － －
○ ○ ○ 保管タンク、配管などの漏れ防止を実施している － －
○ ○ ○ 洗浄薬品などは、交換頻度の見直を行っている（品質維持必須） － －
○ ○ ○ 燃料油、溶剤、塗料などは揮発を防止するなど、VOCの排出抑制に取り組んでいる － －

－ －
－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

２．事業活動からのアウトプットに関する項目 大項目結果 58 ／ 64

１）温室効果ガスの排出抑制、大気汚染などの防止 中項目結果 8 ／ 12

①温室効果ガスの排出抑制

設
計
・
調
達

施
工
管
理

保
守
点
検

○ ○ 燃料消費の少ない施工方法や作業方法を採用している － －
○ ○ 施工方法や作業方法によって、燃料消費の少ない建設機械などや設備機器を選定している － －
○ ○ 燃料消費の少ない建設機械などや設備機器の組み合わせを推進している － －
○ ○ 燃料消費の少ない運搬経路や資材搬入経路を検討し、採用している － －

○ ○ 建設車両のタイヤ空気圧の適正維持を行っている － －
1 ○ 建設機械などの省エネ運転を推進している 2 1 2 4
1 ○ ○ 建設機械などのアイドリングストップを行っている 2 1 2 4

○ ○ ○ 国土交通省の建設施工における地球温暖化防止の手引きに従い、取り組んでいる － －
○ ○ 低炭素型建設機械の導入を図っている － －
○ ○ 燃料消費の少ない工法への変更に取り組んでいる － －
○ ○ 情報化施工による低燃費施工の導入を図っている － －

－ －
－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

②大気汚染物質の排出抑制

設
計
・
調
達

施
工
管
理

保
守
点
検

○ 排出ガス低減効果のある燃料やオイルを使用している － －
1 ○ ○ 建設機械などの定期的自主点検の他、施工開始時などに点検を実施している 2 2 4 4

○ ○ 定期的に吸気口の清掃をしている － －
○ 設備の定期点検と予防保全の実施をしている － －

○ ○ 汚染物質除去装置を設置している － －
－ －
－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

ﾁｪｯｸ

段階

具体的な取組内容 重要度 取組 評価点

ﾁｪｯｸ

段階

具体的な取組内容 重要度 取組 評価点

ﾁｪｯｸ

段階

具体的な取組内容 重要度 取組 評価点

ﾁｪｯｸ

段階

具体的な取組内容 重要度 取組 評価点



２）廃棄物などの排出抑制、リサイクル、適正処理 中項目結果 30 ／ 30

①廃棄物の発生そのものを抑える取組

設
計
・
調
達

施
工
管
理

保
守
点
検

○ 施工温度の影響による品質劣化を防ぐため温度管理を徹底している － －
1 ○ ○ 施工方法や作業方法を見直し、廃棄物の発生量の抑制に取り組んでいる 3 2 6 6
1 ○ 施工時、作業時における資材ロスの低減に努めている 2 2 4 4
1 ○ ○ 廃棄物の発生量の把握と削減目標を設定している（維持管理含む） 2 2 4 4

○ 劣化などによる不良在庫を減らすため、在庫数量の適正化など在庫管理を徹底している － －
○ 電子マニュフェストを導入している － －

1 ○ ○
施工管理の出来型管理計画時に、設計基準に上乗せした自主基準を設けて、生コンクリートやアス
ファルト・コンクリートの廃棄を抑制している

3 2 6 6

1 ○ ○ 建設資材発注時に使用数量を再チェックし、残余建設資材の廃棄を抑制している 2 2 4 4
－ －
－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

②リサイクルの促進

設
計
・
調
達

施
工
管
理

保
守
点
検

1 ○ ○
建設現場などで発生する建設副産物の再利用率向上のため、分別などを行い、工夫をしている（建設
発生木材のチップ化など建設資材として再利用している）

3 2 6 6

○ 建設現場などで発生する混合廃棄物を分解などして分別し、リユース、リサイクルしている 3 2 － －
1 ○ 建設現場などで発生する廃棄物を混合廃棄物としないよう徹底している 0 0

－ －
－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

３）排水処理 中項目結果 12 ／ 12

設
計
・
調
達

施
工
管
理

保
守
点
検

1 ○ 施工方法や作業方法を見直し、水質汚濁の少ない方法に変更している 3 2 6 6
1 ○ オイルフェンスの設置など、排水の汚濁防止対策を行っている 3 2 6 6

－ －
－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

４）その他生活環境に係る保全の取組など 中項目結果 8 ／ 10

設
計
・
調
達

施
工
管
理

保
守
点
検

○ ○ 建設現場などで周辺の生活環境に影響の少ない時間帯での施工を行っている － －
1 ○ ○ 建設現場などで周辺の生活環境に影響の少ない施工方法や作業方法を検討し、施工している 3 2 6 6
1 ○ ○ 建設現場などで周辺の生活環境に影響の少ない工法を提案し、採用している 2 1 2 4

－ －
－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

３．製品及びサービスに関する項目 大項目結果 28 ／ 32

１）グリーン購入（環境に配慮した物品などの購入、使用など） 中項目結果 8 ／ 8

設
計
・
調
達

施
工
管
理

保
守
点
検

○
木材の調達（伐採）に当たり、跡地の緑化、植林、環境修復が適切に行われていることに配慮してい
る。又は跡地緑化などを考慮している

－ －

1 ○
環境負荷の少ない建築材（合板型枠などの木材、高炉セメント、エコセメント、再生素材など）の調
達を行っている

2 2 4 4

1 ○ ○ 地域産の木材などを積極的に購入し、使用している 2 2 4 4

○
再生可能、有害性の化学物質（塗料に含まれるシンナー等）の含有量が少ないなどの建設資材などを
購入している

－ －

○ 森林認証などがついた建設資材を用いるよう、グリーン購入を行っている － －
－ －
－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

ﾁｪｯｸ

段階

具体的な取組内容 重要度 取組 評価点

ﾁｪｯｸ

段階

具体的な取組内容 重要度 取組 評価点

ﾁｪｯｸ

段階

具体的な取組内容 重要度 取組 評価点

ﾁｪｯｸ

段階

具体的な取組内容 重要度 取組 評価点

ﾁｪｯｸ

段階

具体的な取組内容 重要度 取組 評価点



２）施工・販売・提供する製品及びサービスにおける環境配慮 中項目結果 20 ／ 24

①施工などにおける取組

設
計
・
調
達

施
工
管
理

保
守
点
検

1 ○ 建設現場などで事前環境調査の実施及び対策を実施している 2 1 2 4
1 ○ 環境配慮型工法の採用や環境配慮型施工の提案をしている 2 1 2 4

○ ○ 建設現場などで周辺の自然との共生と調和を指向している － －
○ ○ 建築物・工作物等の長寿命化を指向している － －

1 ○ ○ 建築物・工作物等の使用過程でのエネルギーの削減と省資源化を指向している 2 2 4 4
1 ○ ○ 再生資源の積極的利用に取り組んでいる 2 2 4 4

1 ○ ○
環境負荷の少ない建築材の使用、建築材の使用合理化への取組を指向している（合板型枠などの木材
の使用合理化、高炉セメント、エコセメント、再生素材の積極的使用など）

2 2 4 4

○ ○ 環境負荷の少ない施工や工法を採用している － －

○ ○
リサイクルしやすいよう素材の種類や製品の部品点数の削減や、ネジの数を減らすことなどによる解
体しやすい構造を指向している

－ －

○ ○ 環境負荷の少ない施工のための設計、計画の策定に取り組んでいる － －
○ ○ 施主に対し、環境負荷の少ない建築物・工作物等の施工設計・計画を提案している － －
○ ○ 購入する原材料の仕様を変更し、端材などの削減に取り組んでいる － －

－ －
－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

②出荷、運搬、輸送などにおける取組

設
計
・
調
達

施
工
管
理

保
守
点
検

1 ○ 帰り荷や複数現場への共積み、乗り合いを励行している 2 2 4 4
－ －
－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

４．その他 大項目結果 10 ／ 12

１）生物多様性の保全と持続可能な利用のための取組 中項目結果 6 ／ 8

設
計
・
調
達

施
工
管
理

保
守
点
検

○ 建設現場などで周辺の生物多様性保全に取り組んでいる － －

1 ○ 建設現場及び周辺の自然環境の把握をしている 2 1 2 4

1 ○ ○ 地元の自然資源の積極的な利用を図り、 地産地消を推進している 2 2 4 4

－ －

－ －
↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

２）環境コミュニケーション及び社会貢献 中項目結果 4 ／ 4

①環境コミュニケーション

設
計
・
調
達

施
工
管
理

保
守
点
検

○ 建設現場など周辺の自然環境などの状態を把握し、周辺地域の関係者に説明し、情報を共有する － －
○ 建設現場など周辺の生物多様性保全の取組を、地域と協働して取り組んでいる － －

－ －
－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

②社会貢献

設
計
・
調
達

施
工
管
理

保
守
点
検

○ 事務所及び建設現場など周辺の景観や生物多様性保全に取り組んでいる － －

1 ○ ○
環境負荷の少ない建築材の使用、建築材の使用合理化など（合板型枠などの木材の使用合理化、高炉
セメント、エコセメント、再生素材の積極的使用など）を依頼している

2 2 4 4

－ －
－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

ﾁｪｯｸ

段階

具体的な取組内容 重要度 取組 評価点

ﾁｪｯｸ

段階

具体的な取組内容 重要度 取組 評価点

ﾁｪｯｸ

段階

具体的な取組内容 重要度 取組 評価点

ﾁｪｯｸ

段階

具体的な取組内容 重要度 取組 評価点

ﾁｪｯｸ

段階

具体的な取組内容 重要度 取組 評価点



様式4-3-2　取組自己ﾁｪｯｸ（Ⅱ）

別表　環境への取組の自己チェック表【建設業者向け】Ⅱ．その他の環境への取組
○ 組織の環境への取組状況について、本チェック表（Excelファイル）を基に把握してください。
○ 追加する取組がある場合には、それぞれの項目の下の空欄に取組の内容を記入してください。 総合結果 205 ／ 246

○ 関連する取組についてのみ、左の「チェック」の欄に「1」を入力してください。
○ 「重要度」の欄に、環境経営に著しい効果があると考えられる項目には「3」を、かなり効果があ

る項目には「2」を、多少効果がある項目には「1」を入力してください。
○ 「取組」の欄に、既に取り組んでいる活動には「2」を、さらに取組が必要は活動には「1」を、取

り組んでいない活動には「0」を入力してください。
○ 評価点及び結果の点数は、自動で入力されます。

１．事業活動へのインプットに関する項目 大項目結果 109 ／ 120

１）省エネルギー（アウトプットである温室効果ガスの排出抑制にも効果がある取組） 中項目結果 67 ／ 70

①エネルギーの効率的利用及び日常的なエネルギーの節約

ﾁｪｯｸ 具体的な取組内容

取組段階の目安
導入
発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

1 事務室、工場などの照明は、昼休み、残業時など、不必要な時は消灯している 導入 2 2 4 4
1 ロッカー室や倉庫、使用頻度が低いトイレなど、照明は普段は消灯し、使用時のみ点灯している 導入 2 2 4 4
1 パソコン、コピー機などのOA機器は、省電力設定にしている 導入 2 2 4 4

夜間、休日は、パソコン、プリンターなどの主電源を切っている 導入 － －
エレベーターの使用を控え、階段を使用している 導入 － －

1 空調の適温化（冷房28℃程度、暖房20℃程度）を徹底している 導入 2 2 4 4
1 使用していない部屋の空調を停止している 導入 3 2 6 6
1 ブラインドやカーテンの利用などにより、熱の出入りを調節している 導入 2 2 4 4

夏季における軽装（クールビズ）、冬季における重ね着（ウォームビズ）など服装の工夫をして、冷暖
房の使用を抑えている

導入 － －

達成時期を定めた具体的な数値目標を設定している 導入 － －
緑のカーテンを設置している 導入 － －
すだれや庇の取り付けで窓からの日射の侵入を防いでいる 導入 － －
屋外機の冷却対策（よしず、日陰、散水など）をしている 導入 － －
窓に断熱シート（プチプチマットなど）を貼付け、熱のロスを防いでいる 導入 － －
屋上に野菜などを植えて屋上緑化をしている 発展 － －
空調を必要な区域や時間に限定して使用している 発展 － －
人感センサー、照度センサー等による管理を行っている 発展 － －
間引き照明を実施している 発展 － －
ピークシフトを実施している 継続的発展 － －

－ －
－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

②設備機器などの適正管理

ﾁｪｯｸ 具体的な取組内容

取組段階の目安
導入
発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

1 空調機のフィルターの定期的な清掃・交換など、適正に管理している 導入 2 2 4 4

1
冷暖房終了時間前に熱源機を停止し、装置内の熱を有効利用している（予冷や予熱時には外気の取り入
れをしていない）

導入 3 2 6 6

照明器具については、定期的な清掃、交換を行うなど、適正に管理している 導入 － －
エレベーターの夜間、休日の部分的停止などを行っている 発展 － －
電力不要時には、負荷遮断、変圧器を遮断している 継続的発展 － －
熱源機器（冷凍機、ボイラーなど）の冷水・温水出口温度の設定を、運転効率がよくなるよう可能な限
り調整をする他、定期点検を行うなど、適正に管理している

継続的発展 － －

空気圧縮機については、必要十分なライン圧力に低圧化している 継続的発展 － －

1
外気温度が概ね20～27℃の中間期は、全熱交換器（換気をしながら、冷暖房の熱を回収して再利用する
設備）のバイパス運転（普通換気モード、中間制御運転、熱交換ローター停止）を行っている。又は、
窓の開閉などにより外気取り入れ量を調整して室温を調節している

継続的発展 0 0

冬季以外は給湯を停止している 継続的発展 － －
共用のコンピューターなどの電源については、管理担当者や使用上のルールを決めるなど、適正に管理
している

継続的発展 － －
1 デマンド監視を実施している 継続的発展 2 2 4 4

高効率機器（蓄熱式ヒートポンプなど）を採用している 継続的発展 － －
空調：外気浸入による熱損失を防ぐ処置をしている 継続的発展 － －
空調：外気利用などで効率の良い運転をしている 継続的発展 － －
排熱を利用している 継続的発展 － －

－ －
－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

③設備の入替・更新時及び施設の改修に当たっての配慮

ﾁｪｯｸ 具体的な取組内容

取組段階の目安
導入
発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

昼間の太陽光や人の存在を感知し、必要時のみ点灯する設備を採用している 導入 － －
1 LED照明を採用している 導入 3 2 6 6
1 複層ガラス、二重サッシなどを採用し、建物の断熱性能を向上させている 導入 3 2 6 6

コピー機、パソコン、プリンターなどのOA機器についは、エネルギー効率の高い機器を導入している 発展 － －
あらかじめ設定された時刻や時間帯に、照明の箇所や照度などを自動制御するシステムを導入している 発展 － －
熱線吸収ガラス、熱線反射ガラスを採用し、日射を遮断している 発展 － －
照明器具の位置を下げるなど照度UPに取り組んでいる 発展 － －
負荷の変動が予想される動力機器において、回転数制御が可能なインバーターを採用している 継続的発展 － －

1
建設機械のほか、空気圧縮機、冷凍機、ボイラーなどのエネルギー供給設備については、新規購入及び
更新時には省エネルギー型機を導入している

継続的発展 3 2 6 6

換気の際に屋外に排出される熱を回収して利用することのできる全熱交換器を採用している 継続的発展 － －
部分換気システムを導入している 継続的発展 － －
従来機との比較でAPFの高いヒートポンプエアコンを採用している 継続的発展 － －
天然ガスを利用した空調システムなどの省エネルギー型空調設備を導入している 継続的発展 － －

1 天井埋込形エアコンの吹き出しにファンなどを付けて、風を攪乱させる装置を導入している 継続的発展 2 1 2 4
給湯設備の配管などを断熱化している 継続的発展 － －
電力損失の少ない高効率変圧器を採用している 継続的発展 － －
コージェネレーションシステムを導入している 継続的発展 － －
地域冷暖房（地域熱供給）システムを利用している 継続的発展 － －
ごみ焼却熱やボイラーなどの廃熱を利用できる回収システムを導入している 継続的発展 － －

1 屋根、壁、床などに断熱材を採用している 継続的発展 3 2 6 6
自然エネルギーの積極的利用を進めている／検討している 継続的発展 － －
空調機の屋外機に散水装置を取り付けている（ピークカット対策） 継続的発展 － －
潜熱回収型湯沸器（熱効率95％）を採用している 継続的発展 － －
蒸気配管、加熱装置などの断熱化（保温）している 継続的発展 － －
照明器具に個別スイッチ（キャノピースイッチなど）を取り付けている 継続的発展 － －
家電製品はトップランナー製品を優先的に選択している（省エネ性能カタログを参考にしている） 継続的発展 － －

1 電力のデマンドコントロールを採用している（ピークカット対策） 継続的発展 1 1 1 2
屋上を遮熱塗装している 継続的発展 － －

－ －
－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。



２）省資源 中項目結果 30 ／ 38

ﾁｪｯｸ 具体的な取組内容

取組段階の目安
導入
発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

1 社内LAN、データベースなどの利用による文書の電子化に取り組んでいる 導入 3 2 6 6
1 会議用資料や事務手続書類の簡素化に取り組んでいる 導入 2 0 4

1
打合せや会議の資料などについては、ホワイトボードやプロジェクターの利用により、ペーパーレス化
に取り組んでいる

導入 0 0

1 印刷物を作成する場合は、その部数が必要最小限の量となるように考慮し、残部が出ないように配慮し
ている

導入 2 1 2 4
1 両面、集約などの機能を活用した印刷及びコピーを徹底している 導入 2 2 4 4
1

使用済み用紙、ポスター、カレンダーなどの裏紙が活用できる紙は可能な限り利用するよう工夫してい
る

導入 2 2 4 4
1 使用済み封筒を再利用している 導入 0 0

1
コピー機は、枚数や拡大・縮小の誤りなどのミスコピーを防止するため、使用前に設定を確認するとと
もに、次に使用する人に配慮し、使用後は必ず設定をリセットしている

導入 0 0

書面による郵送に代えて電子メールを活用している 導入 － －
1 作成する書類は１枚にまとめる"１枚ベスト運動"に取り組んでいる 導入 2 1 2 4

レンタルウエス（工業用ぞうきん）を利用している 発展 － －
出来型管理（品質）の基準に上乗せして、より高い精度の自主基準を設定している 継続的発展 － －

1 資源が有効に利用できるよう同種の工事や施工が、同時期に行える配慮をしている 継続的発展 3 2 6 6
1 建設材料の調達・発注量をなるべく正確に算出し、無駄を出さない工夫をしている 継続的発展 3 2 6 6

製品に合わせたスプレーガンの利用で塗料や洗浄剤などの使用量を抑制している 継続的発展 － －
生産工程で使用する塗料や洗浄剤などのタンクを集約化することで使用量を抑制する 継続的発展 － －
材料加工時による端材などのロスを減らすため、材料取りや設計の見直しなどを行っている 継続的発展 － －
溶剤、洗浄剤、触媒といった補助材料を削減するため、原材料の仕様変更などを見直している 継続的発展 － －

－ －
－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

３）水の効率的利用及び日常的な節水 中項目結果 12 ／ 12

ﾁｪｯｸ 具体的な取組内容

取組段階の目安
導入
発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

1 節水呼びかけの表示をしている 導入 2 2 4 4
1 手洗い時、洗い物においては、日常的に節水を励行している 導入 2 2 4 4
1 社用車の洗車を必要最小限に留め、洗車する場合は節水を励行している 導入 2 2 4 4

トイレに水流し音発生器を取り付けるなど、トイレ用水を節約している 導入 － －
蛇口（水栓）をシャワー型にするなど水量を減らす工夫をしている 導入 － －
事務所や建設現場で使用する水を再利用するための設備を設置し、活用している（中水利用） 発展 － －
冷凍機や冷温水発生機などで使用する冷却水について、循環使用している 発展 － －
バルブの調整により水量及び水圧の調節を図っている 発展 － －
蛇口に節水こま（適量の水を流す機能を持つこま）を設置している 発展 － －
水道配管からの漏水を定期的に点検している 発展 － －
ホースに手元バルブを取り付けて流し放しを防いでいる 発展 － －
自動水栓を取付けている 発展 － －
塗装やメッキに使用する洗浄水を多段（カスケード）使用している 継続的発展 － －
冷温水発生機、クーリングタワーなどの稼働に伴い使用される水の量が適正に保たれるよう設備の管理
を行っている

継続的発展 － －

雨水の貯留タンクや雨水利用施設の設置などにより、雨水利用を行っている 継続的発展 － －
雨水を地下浸透させる設備（浸透升など）を導入している 継続的発展 － －

－ －
－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

４）化学物質使用量の抑制及び管理 中項目結果 0 ／ 0

ﾁｪｯｸ 具体的な取組内容

取組段階の目安
導入
発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

屋外での除草剤、殺虫剤の使用の削減に取り組んでいる 導入 － －
危険物に該当しない消毒剤を使用している 発展 － －
保管タンク、配管などの漏れ防止を実施している 発展 － －
洗浄薬品などは、交換頻度を見直しを行い、使用量の削減に取り組んでいる 発展 － －
燃料油、溶剤、塗料などの揮発を防止するなど、VOCの排出抑制に取り組んでいる 継続的発展 － －
有害物質のタンク、パイプ類は漏洩、拡散などを防止できる構造としている 継続的発展 － －
化学物質について、その種類、使用量、保管量、使用方法、使用場所、保管場所などを経時的に把握
し、記録･管理している

継続的発展 － －

有害性の化学物質の排出量の計測、推定などを行っている 継続的発展 － －
有害性の化学物質の表示を徹底している 継続的発展 － －
化学物質の安全性に関する情報伝達のため、SDSにより管理している 継続的発展 － －
有害物質のタンク、パイプなどの保守・点検を定期的に行うなど適正管理に努めている 継続的発展 － －
＜製造工程＞レイアウト見直しによる使用量の削減をしている 継続的発展 － －

－ －
－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。



２．事業活動からのアウトプットに関する項目 大項目結果 59 ／ 74

１）温室効果ガスの排出抑制、大気汚染などの防止 中項目結果 10 ／ 14

①温室効果ガスの排出抑制

ﾁｪｯｸ 具体的な取組内容

取組段階の目安
導入
発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

都市ガス、灯油などの環境負荷の少ない燃料を優先的に購入、使用している 発展 － －
自社の車両の運転におけるムダな燃料使用をさけるため、ドライブレコーダーなどを導入し、車両の運
転における燃料効率の改善を図っている

発展 － －

製品購入の際には、できるだけHFC（ハイドロフルオロカーボン）、PFC（パーフルオロカーボン）、SF
６（六フッ化硫黄）などを使用していない製品を選ぶように配慮している

継続的発展 － －

HFC（ハイドロフルオロカーボン）、PFC（パーフルオロカーボン）、SF６（六フッ化硫黄）などを使用
している製品を廃棄する際の回収に努めている

継続的発展 － －

燃料電池システムを導入している 継続的発展 － －
1 太陽光発電設備を導入し、太陽エネルギーを電気として利用している 継続的発展 3 2 6 6

太陽熱温水器などを導入し、加熱した水を暖房や給湯に利用している 継続的発展 － －
マイクロ水力（発電規模100kW程度以下の水力発電）を導入している 継続的発展 － －
蓄電池やヒートポンプ蓄熱や水素などの蓄エネを行っている 継続的発展 － －
カーボン・オフセットに取り組んでいる商品やサービスを購入又は使用している 継続的発展 － －

1
社用車について、ハイブリッド車や低燃費車、低排出ガス認定車、電気自動車、天然ガス自動車などの
低公害車への切替えに取り組んでいる

継続的発展 2 1 2 4

－ －
－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

②大気汚染物質の排出抑制

ﾁｪｯｸ 具体的な取組内容

取組段階の目安
導入
発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

設備の定期点検と予防保全の実施をしている 導入 － －
汚染物質除去装置を設置している 発展 － －

1 大気汚染の少ないプロセスや機器（低NOx燃焼機器など）を採用している 継続的発展 2 1 2 4
日常的に大気汚染防止への配慮（燃焼管理など）を行っている 継続的発展 － －
大気汚染について、法令による基準より厳しい自主管理基準を設定し、その遵守に努めている 継続的発展 － －

－ －
－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

２）廃棄物等の排出抑制、リサイクル、適正処理 中項目結果 45 ／ 52

①廃棄物の発生そのものを抑える取組

ﾁｪｯｸ 具体的な取組内容

取組段階の目安
導入
発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

1 ゴミ箱の削減、あるいは撤去している 導入 2 1 2 4
1 ペーパータオルを廃止している 導入 1 1 1 2
1 使い捨て製品（紙コップ、使い捨て容器入りの弁当など）の使用や購入を抑制している 導入 2 2 4 4

リターナブル容器（ビール瓶、一升瓶など）に入った製品を優先的に購入し、使用している 導入 － －
再使用又はリサイクルしやすい製品を優先的に購入し、使用している 導入 － －

1 詰め替え可能な製品の利用や備品の修理などにより、製品などの長期使用を進めている 導入 3 2 6 6
コピー機、パソコン、プリンターなどについて、リサイクルしやすい素材を使用した製品を購入してい
る

導入 － －
1 商品の購入時には、簡易包装のものを優先的に購入している 導入 0 0

納品の際の梱包、包装資材などの削減に取り組んでいる 導入 － －
1 OA機器などの故1障時には、修理可能かどうかをチェックし、可能な限り修理することで長期使用に努

めている
導入 3 2 6 6

マイ箸、マイカップ、マイ水筒運動を行っている 導入 － －
従業員などにマイバッグ運動を呼びかけている 導入 － －

1 ３S（整理・整頓・清掃）活動を実施している 導入 3 2 6 6
帳票など紙類の削減について見直しを行っている 発展 － －
廃棄物の重量を正確に把握し、MFCA（マテリアルフローコスト会計）などに基づき廃棄物の原価を計算
している

継続的発展 － －
1 クレームによる再工事等が発生しないよう施工等における品質管理に努めている 継続的発展 3 2 6 6

廃棄物処理方法の変更をしたり、分別廃棄の徹底を行い、廃棄物を資源化できるようにしている 継続的発展 － －
－ －
－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

②リサイクルの促進

ﾁｪｯｸ 具体的な取組内容

取組段階の目安
導入
発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

紙、金属缶、ガラスびん、プラスチック、電池などについて、分別回収ボックスの適正配置などによ
り、ごみの分別を徹底している

導入 － －

1 シュレッダーの使用を機密文書などに限り、シュレッダー処理紙のリサイクルに努めている 導入 2 1 2 4
1 コピー機、プリンターのトナーカートリッジの回収ルートを確立し、リサイクルを図っている 導入 3 2 6 6
1 発生したごみは可能な限り、圧縮などを行い、減容している 発展 2 1 2 4
1 適切なリサイクル業者を特定・選定している 発展 2 2 4 4

メタン発生防止のため、生ごみなどの分別・リサイクルや適正な焼却処分を極力行うことにより、有機
物の埋立て処分を抑制している

発展 － －

生産工程から発生する金属くず、紙くず、廃液、汚泥などの回収・再利用のための設備やラインを設
け、活用している

継続的発展 － －

－ －
－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。



③産業廃棄物などの適正処理

ﾁｪｯｸ 具体的な取組内容

取組段階の目安
導入
発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

廃棄物焼却の際、塩化ビニールなど焼却に適さない物が混入しないよう徹底するとともに、ばい煙の処
理、近隣環境への配慮などを行っている

発展 － －

廃棄物を見える化している（量、金額、委託先など） 継続的発展 － －
－ －
－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

３）排水処理 中項目結果 4 ／ 8

ﾁｪｯｸ 具体的な取組内容

取組段階の目安
導入
発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

排水への有害物質や有機汚濁物質の混入をできるだけ少なくしている 導入 － －
浄化槽の適切な維持管理を実施している 導入 － －
水質汚濁の少ないプロセスや機器（廃液回収・再利用など）を採用している 継続的発展 － －
排水処理装置を適切に設置している 継続的発展 － －
水質汚濁に関連する法令による基準より厳しい自主管理基準を設定し、その達成に努めている 継続的発展 － －

1 油水分離槽を設置し、油の分離・回収に努めている 継続的発展 2 1 2 4
1 年に数回程度油水分離槽の清掃を定期的に行い、油の流出防止に努めている 継続的発展 2 1 2 4

－ －
－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

４）その他生活環境に係る保全の取組など 中項目結果 0 ／ 0

ﾁｪｯｸ 具体的な取組内容

取組段階の目安
導入
発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

悪臭防止のため排出口の位置などの配慮を行っている 継続的発展 － －
低騒音型機器の使用、防音・防振設備の設置などにより騒音・振動を防止し、日常監視及び測定を実施
している

継続的発展 － －
－ －
－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

３．製品及びサービスに関する項目 大項目結果 18 ／ 30

１）グリーン購入（環境に配慮した物品などの購入、使用など） 中項目結果 12 ／ 24

ﾁｪｯｸ 具体的な取組内容

取組段階の目安
導入
発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

1 再生資源の積極的利用に取り組んでいる 導入 2 1 2 4

1
コピー用紙、コンピューター用紙、伝票、事務用箋、印刷物、パンフレット、トイレットペーパー、名
刺などの紙について、再生紙又は未利用繊維への転換を図っている

発展 2 1 2 4

節水型の家電製品、水洗トイレなどを積極的に購入している 発展 － －
温室効果ガス排出係数の低い小売電気事業者から電力を購入している 継続的発展 － －
環境に配慮した物品などの調達に関する方針、基準などを作成し、それらに基づき物品リストを作成
し、リストに基づき購入を行っている

継続的発展 － －

1 環境ラベル認定など製品を優先的に購入している 継続的発展 2 1 2 4
1 省エネルギー基準適合製品を購入している 継続的発展 2 1 2 4
1 再生材料から作られた製品を優先的に購入、使用している 継続的発展 2 1 2 4

間伐材、未利用資源などを利用した製品を積極的に購入、使用している 継続的発展 － －
無漂白製品（衣料品など）、水性塗料などの環境への負荷の少ない製品を優先的に購入、使用している 継続的発展 － －
修理や部品交換が可能で、部品の再使用、素材の再生利用が容易な設計の製品を優先的に購入、使用し
ている

継続的発展 － －
木材の調達に当たり、跡地の緑化、植林、環境修復が適切に行われていることに配慮している。又は跡
地緑化などを考慮している

継続的発展 － －

1
社用車について、ハイブリッド車や低燃費車、低排出ガス認定車、電気自動車、天然ガス自動車などの
低公害車への切替えに取り組んでいる（再掲）

継続的発展 2 1 2 4

－ －
－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

２）施行・販売・提供する製品及びサービスにおける環境配慮 中項目結果 6 ／ 6

①設計、計画などにおける取組

ﾁｪｯｸ 具体的な取組内容

取組段階の目安
導入
発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

簡易包装の推進、多重包装の見直しなどを推進している 導入 － －
製品の生産数量と品目を分析するなどして、生産計画を平準化している 継続的発展 － －
自社製品及び社外から購入する部品などについて、想定される環境負荷のチェック表を作成している 継続的発展 － －
既存製品についても計画的に製品アセスメントなどを実施している 継続的発展 － －

1 自社独自の環境保全型商品などの開発に積極的に取り組んでいる 継続的発展 3 2 6 6
製品の小型化、軽量化などにより、同一機能に対して資源使用量のミニマム化を指向している 継続的発展 － －
製品の長寿命化を指向している 継続的発展 － －
製品の使用過程でのエネルギーの削減を指向している 継続的発展 － －

－ －
－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。



②出荷、輸送などにおける取組

ﾁｪｯｸ 具体的な取組内容

取組段階の目安
導入
発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

定期点検を着実に実施している 導入 － －
製品などの輸送の際には、繰り返し利用できるパレットや通い箱を利用している 発展 － －
使用後の製品、容器包装などの回収・リサイクルに取り組んでいる 発展 － －
エコドライブなど運転方法の配慮（急発進・急加速や空ぶかしの排除、駐停車中のエンジン停止など）
を励行している

発展 － －

共用自転車を導入して、近距離の用務には社用車を使用せず、自転車を利用するように努めている 発展 － －
公共交通機関の利用などにより、社用車の使用削減に努めている 発展 － －
鉄道・海運を積極的に利用している 発展 － －
タイヤの空気圧を定期的に確認し、適正値（メーカー指定の空気圧）を保つように努めている 継続的発展 － －
排気ガスや騒音のレベルを抑えるため適正な車輌整備を行っている 継続的発展 － －
共同輸配送、帰り荷の確保に取り組んでいる（積載車の納品・引き取り時） 継続的発展 － －
発注・輸送（納品・引き取り）の計画化・平準化、行き過ぎた少量・多頻度輸送やジャスト・イン・タ
イムサービスの見直しを行っている

継続的発展 － －

－ －
－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

③製品の回収・リサイクル

ﾁｪｯｸ 具体的な取組内容

取組段階の目安
導入
発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

フロン類の漏洩防止のための留意点など、製品に関する環境への負荷を低減するための消費者への情報
提供を行っている

継続的発展 － －

－ －
－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

④環境配慮型商品等の販売及び情報提供

ﾁｪｯｸ 具体的な取組内容

取組段階の目安
導入
発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

1 エコマーク及び自ら制定したマークや宣言などを製品やパンフレットなどに表示している 発展 0 0
再生資源を使用した商品、再生可能な商品、繰り返し使える商品、省エネ・省資源型の商品、容器包装
を簡素化した商品、環境ラベル認定の製品などを重点的に販売している

継続的発展 － －

上記商品の販売目標を定め、販売促進に積極的に取り組んでいる 継続的発展 － －
消費者などに環境配慮型商品に関する情報を積極的に提供している 継続的発展 － －
販売の際に環境配慮型製品の表示、製品アセスメントの結果の表示などを行っている 継続的発展 － －
外部から製品の環境負荷に関するデータの提供の依頼があった場合、協力している 継続的発展 － －
修理部品の長期的な確保に自主的に取り組んでいる 継続的発展 － －
製品の使用時や廃棄時の環境負荷の量をカタログなどに表示している 継続的発展 － －

－ －
－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

４．その他 大項目結果 19 ／ 22

１）生物多様性の保全と持続可能な利用のための取組 中項目結果 8 ／ 10

ﾁｪｯｸ 具体的な取組内容

取組段階の目安
導入
発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

1
原材料の生産や採掘が、現地の生物多様性に悪影響を与えるものではないか、先住民の権利は尊重され
ているかなどについての情報を得ている

継続的発展 3 2 6 6

調達する原材料について、認証品（森林認証、漁業認証など）の活用を指向している 継続的発展 － －

事業活動が生物多様性に与える影響を公表している 継続的発展 － －

1
事業所周辺の環境や生き物の保全活動（生息地の整備など）を通じ、事業活動を行う地域環境への配慮
を行っている

継続的発展 2 1 2 4

敷地内、壁面、屋上などの緑化を行っている（大気浄化、都市気象の緩和にも資する） 継続的発展 － －

－ －

－ －
↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

２）環境コミュニケーション及び社会貢献 中項目結果 4 ／ 4

①環境コミュニケーション

ﾁｪｯｸ 具体的な取組内容

取組段階の目安
導入
発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

ウェブサイト上で環境に関する情報を提供する等、消費者などに対して情報提供や啓発活動を行ってい
る

導入 － －
行政、地域住民、取引先などへ環境経営レポートを配布している 導入 － －
事業活動に伴う重要な環境負荷、環境に関する主要な目標、環境担当者の連絡先などを公表している 導入 － －
外部からの情報提供、公表の依頼に対する窓口を置いている 発展 － －
意見聴取を定期的に行い、環境への取組の際に考慮している 発展 － －
外部関係者の意見を聴取する窓口を設けている 継続的発展 － －
人権デューディリジェンスに取組み、情報開示を実施している 継続的発展 － －
従業員、顧客、地域社会などの利害関係者を含む人権方針の策定を行っている 継続的発展 － －
同業他社などによる循環型社会形成のための取組などの情報収集を行い、自社内で共有、取組内容の改
良に活かしている

継続的発展 － －

SDGｓの目標やターゲットを意識して、中長期の経営計画を策定している 継続的発展 － －
－ －
－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。



②社会貢献

ﾁｪｯｸ 具体的な取組内容

取組段階の目安
導入
発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

1 地域のボランティア活動などに積極的に参加し、協力や支援を行っている 継続的発展 2 2 4 4
環境に関する研究や活動を行っているサークルなどに対する支援、又は協働を行っている 継続的発展 － －
環境に関連する表彰制度を実施している 継続的発展 － －
大学に環境関係の寄附講座を開くなど、 研究機関への支援を行っている 継続的発展 － －
環境に関する基金・団体の設置、既存の基金・団体を支援している（人材派遣、資金面での援助、従業
員の給与の端数を集めた寄付、広報活動への協力など）

継続的発展 － －

環境関係の基金などへのマッチングギフト（従業員労働組合などの任意の寄付と同額の寄付を事業主と
して行うこと）を行っている

継続的発展 － －

他社とのBCP策定など、地域社会での連携を強化している 継続的発展 － －
－ －
－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

３）施主・事業主における建築物の増改築、解体などに当たっての環境配慮 中項目結果 7 ／ 8

①設計者及び施工業者（工務店、建設会社など）への依頼・協力要請

ﾁｪｯｸ 具体的な取組内容

取組段階の目安
導入
発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

1
周辺の自然環境（動植物など）への影響を最小限に抑える、又は修復するなど環境に配慮した施工計画
の提案を依頼している

継続的発展 3 2 6 6

建築物の老朽化や運用の診断を行い、 改善や環境保全設備の見直しを行っている 継続的発展 － －
－ －
－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

②既存建築物が及ぼす環境への影響を予防、低減するための方策

ﾁｪｯｸ 具体的な取組内容

取組段階の目安
導入
発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

建築物の耐久性の向上に取り組んでいる 継続的発展 － －
1 排水設備のメンテナンス、 吹き付けアスベストの管理（特に解体時の事前除去）などを行っている 継続的発展 1 1 1 2

－ －
－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。



様式5-01（法規制まとめ表）

（環境関連法規等のとりまとめ） （取組状況の確認及び問題の是正） 遵守評価の時期：代表者による見直しの前 承　認 作　成

森　雅俊 下川 香賀里

登録簿更新日：
改訂日：

2017年12月1日
2020年6月1日

法規制確認日：
遵守評価日： 森　雅俊 下川 香賀里

許可
届出
報告

資格 届出先等 証拠 判定

環境情報の
提供の促進
等による特
定事業者等
の環境に配
慮した事業
活動の促進
に関する法
律

平成17年
4月1日 法４

事業者は、その事業活動に関し、
環境情報の提供を行うように努め
るとともに、他の事業者に対し、
投資その他の行為をするに当たっ
ては、当該他の事業者の環境情報
を勘案してこれを行うように努め
るものとする。

２年毎に更新
（取組の継続
的改善と毎年
１回の定期的
見直し）

エコア
クショ
ン２１
の認証
登録

エコアク
ション２１
事務局

認証登録手
続き中

○

廃棄物の処
理及び清掃
に関する法
律

昭和45年
12月25日
平成27年
7月17日

法１２
同３～
１２の６
規則

８の２７

産業廃棄物の運搬・処分を他人に
委託する場合は、その許可を受け
た者、その他環境省令で定める者
に、委託の基準（業者の許可条
件、委託契約書等）に従い、それ
ぞれ委託しなければならない。そ
の場合、その廃棄物の発生から最
終処分が終了するまでの一連の処
理工程における処理が適正に行わ
れるために必要な措置を講ずるよ
う努めなければならない。

一般滋賀県ごみの
散乱防止に関する
条例
廃棄物
市町村条例基づく
ごみ分別・収集
ルール

保管の基準
飛散、流出、地下浸透しない
騒音振動悪臭等による生活環境保
全への支障がない
保管施設の設置
周囲に囲いをし、掲示板を設置
掲示板：６０×６０
積み替え保管か処分保管課の別
種類、最大積み上げ高さ、保管可
能量、管理者名、連絡先を明示
ねずみの生息、蚊ハエ等の発生が
無い
汚水が発生する恐れがある場合、
排水溝その他設備を設け、底面を
不浸透性の材料で覆う
自家保管場所３００㎡以上の届け
出

毎年１回の定
期的見直し）

自家保
管場所
の届出

都道府県知
事

自家保管場
所の届出の
写し

廃棄物保管
施設（現物
監視）

委託契約書
の締結
許可証の写
し、再利用
認定書の写
し等

○

廃棄物の処
理及び清掃
に関する法
律

昭和45年
12月25日
平成27年
7月17日

法１２
同３～
１２の６
規則

８の２７

産業廃棄物の運搬・処分を他人に
委託する場合は、産業廃棄物引渡
しと同時に受託した者に、所定の
事項を記載した産業廃棄物管理票
（マニフェスト（管理票））を交
付しなければならない。管理票交
付者は、管理票の写しの送付を受
けたときは、運搬又は処分が終了
したことを確認し、その写しを所
定の期間保管しなければならな
い。管理票交付者は、所定の期間
内に写しの送付を受けないとき
は、適切な措置を講じなければな
らない。また、虚偽の記載をして
管理票を交付してはならない。電
子情報処理組織を使用した場合
は、管理票を交付する必要はな
い。

委託の基準
許可を受けた者、もっぱら再生利
用業者（廃品回収業）、再生指定
制度指定業者などに委託する
委託契約書の締結
許可証の写し、再利用認定書の写
し等の添付
契約終了の日から５年間保存
マニュフェスト管理
５年間保存

虚偽記載の報告

交付状況報告

処理状況の確認（努力義務）

引渡し時に：
Ａ票
運搬終了時：
Ｂ２票（１０
日以内）
処分終了時：
Ｄ票及びＥ票
（１０日以
内）
送付期限
Ｂ２、Ｄ票
（９０日）
Ｅ票（１８０
日）

虚偽記
載の発
見は、
３０日
以内に
報告

交付状
況報告
は、毎
年６月
までに
報告

公共事
業での
処理状
況の確
認記録

都道府県知
事

公共事業で
の処理状況
の確認記録
は発注者

委託契約書
の締結
許可証の写
し、再利用
認定書の写
し等

マニュフェ
スト

報告書の控
（届出・令
和2年6月19
日）

処理状況の
確認記録

○

点検・測定頻
度、実施時期

該当する設備・項目
担当
部署

該当する要求事項

順守評価

環境関連法規等取りまとめ表（遵守評価記録） 登録

2020年6月 1日
2021年7月10日 遵守評価

法規制等の
名称

届出・報告・資格

条項等
公布・
改正時期

関連条例による規
制



廃棄物の処
理及び清掃
に関する法
律

昭和45年
12月25日

法１２
同９～

１２の１０
規則

８の４の
５、8の４の

６

多量の産業廃棄物（前年度1,000
トン/年以上）生ずる事業者は産
業廃棄物減量化計画（様式第２の
８）を作成し、当該年度の６月３
０日までに知事に提出し、翌年６
月３０日までに実施状況（様式第
２の９）を報告すること（特別管
理産業廃棄物は（前年度50トン/
年以上））

産業廃棄物　1,000ｔ以上排出事
業者

毎年１回　6月
30日まで

産業廃
棄物減
量化計
画（様
式第２
の８）
を作成
し、当
該年度
の６月
３０日
までに
知事に

都道府県知
事

廃棄物減量
化計画書
（該当な
し）

実施報告書
（該当な
し）

法５

建築物の設計、建設資材の選択、
建設工事の施工方法等の工夫によ
り建設資材廃棄物の発生を抑制す
るとともに、分別解体等及び建設
資材廃棄物の再資源化費用の低減
に努めなければならない。また、
建設資材廃棄物の再資源化により
得られた建設資材を使うように努
めなければならない。

○

法１０
法１１

建築物の構造、使用特定建設資材
の種類、工事着手時期、分別解体
等の計画等所定の事項を、工事着
手の7日前までに、都道府県知事
に届け出なければならない。

建築物の構造、使用特定建設資材
の種類、工事着手時期、分別解体
等の計画等所定の事項
（解体：８０㎡、新築増築等：５
００㎡、リフォーム：１億円、工
作物等：５００万円）以上のもの

事前 届出書 都道府県知
事

該当なし

○

法９
法１４
法１５
令２
規則２

特定建設資材を用いた建築物等の
解体又は新築工事等で一定規模以
上のものの受注者又は自主施工者
は、分別解体等に係る施工方法に
関する基準に従い分別解体等を行
わなければならない。

設計仕様書 工事前 報告 元請業者は
発注者及び
下請業者へ

該当なし

○

法１２

元請業者は、発注者に分別解体計
画等の届出事項を書面で説明しな
ければならない。また、元請業者
は、下請業者に届出事項を告げな
ければならない。

届出書写し 工事前 報告 元請業者は
発注者及び
下請業者へ

該当なし

○

法１３

対象建設工事の請負契約の当事者
は、請負契約書には、分別解体の
方法、解体工事費用等所定事項を
記載し、署名又は記名押印し、相
互に交付しなければならない

請負契約書 工事前 契約書 当事者 該当なし

○

法１６～
法２０

対象建設工事受注者は、特定建設
資材廃棄物を特別な場合を除き、
再資源化しなければならない。元
請業者は、再資源化が完了したと
きは、受注者に書面で報告すると
ともに、その実施状況の記録を作
成し、保存しなければならない。

対象事業が公共事業等の時
発注者及び元請者へ結果報告
記録の作成及び保存

完了後 結果報
告書

発注者及び
元請者へ

結果報告控
該当なし

○

建設リサイ
クル法
建設工事に
係る資材の
再資源化等
に関する法
律

平成12年
5月31日
平成27年
12月2日

建設リサイ
クル法
建設工事に
係る資材の
再資源化等
に関する法
律

平成12年
5月31日
平成27年
12月2日



建設副産物
適正処理推
進要綱

平成11年
12月1日
平成14年
5月30日

「再生資源の利用の促進に関する
法律」に基づき、下記数量を超え
る建設資材を搬入または搬出する
建設現場に対し、「再生資源利用
計画書」及び「再生資源利用促進
計画書」の提出

滋賀県では特記に
より義務付け

再生資源利用計画書（実施書）次
のような建設資材を搬入する建設
工事
土砂　1,000m3以上、砕石500t以
上、加熱アスファルト混合物
200t以上
再生資源利用促進計画書（実施
書）次のような指定副産物を搬出
する建設工事
土砂　1,000m3以上
コンクリート塊アスファルト・コ
ンクリート塊建設発生木材、建設
汚泥※、建設混合廃棄物※
合計　200ｔ以上

施工前及び施
工後

再生資
源利用
計画書
及び同
実施書

都道府県知
事

再生資源利
用計画書及
び同実施書
該当なし

○

資源有効利
用促進法
資源の有効
な利用の促
進に関する
法律

平成3年
4月26日
平成26年
6月13日

法４

工場若しくは事業場（建設工事も
含む）で事業を行うもの及び物品
の販売の事業を行う者（事業者）
又は建設工事の発注者は、その事
業発注に際して、原材料等の使用
の合理化を行うとともに、再生資
源・再生部品を利用するように努
めなければならない。

【パソコン、ディスプレイの再生
利用協力】

購入時及び廃
棄時

該当なし

○

建設機械に
関する技術
指針
排出ガス対
策型建設機
械指定制度

平成10年
12月1日
平成26年
2月1日

指針

規定

国等の公共事業への排ガス対策型
建設機械の使用義務

地方等の公共事業
への排ガス対策型
建設機械の使用義
務（滋賀県では特
記による義務付
け）

平成１８年３月から、第３次基準
排出ガス対策型建設機械の使用と
対応
【自主基準：低騒音対策型建設機
械】

購入時及び使
用時

報告書 対象事業が
公共事業等
の時
発注者及び
元請者へ

ステッカー
(現物監視)

○

大気汚染防
止法

昭和43年
6月10日
平成28年
9月26日

法１８の１
５

特定粉じん排出等作業を伴う建設
工事（以下「特定工事」とい
う。）を施工しようとする者は、
特定粉じん排出等作業の開始の日
の十四日前までに、環境省令で定
めるところにより、次に掲げる事
項を都道府県知事に届け出なけれ
ばならない。（アスベストなど）

１、氏名又は名称及び住所並びに
法人にあっては、その代表者の氏
名
２、特定工事の場所
３、特定粉じん排出等作業の種類
４、特定粉じん排出等作業の実施
の期間
５、特定粉じん排出等作業の対象
となる建築物の部分における特定
建築材料の種類並びにその使用箇
所及び使用面積
６、特定粉じん排出等作業の方法

工事前 届出書 都道府県知
事

該当なし

○

大気汚染防
止法

昭和43年
6月10日
平成28年
9月26日

法１８
法１８の
２、３、
４、１３

一般粉じん発生施設の設置、構
造・使用等の変更をするときは、
都道府県知事に届け出なければな
らない。環境省令で定める構造・
使用・管理に関する基準を遵守し
なければならない。

滋賀県大気環境へ
の負荷の低減に関
する条例

１、氏名又は名称及び住所並びに
法人にあっては、その代表者の氏
名
２、工場又は事業場の名称及び所
在地
３、特定施設の種類ごとの数
（コンベア、破砕機、磨砕機、ふ
るい）
４、粉じん発生防止の方法
５、その他環境省令で定める事項

設置前 届出書 都道府県知
事

該当なし

○

騒音規制法

昭和43年
6月10日
平成23年
11月28日

法１４
法１５

当該特定建設作業の開始７日前ま
でに市町村長に実施届出を出さな
ければならない。
特定建設作業に伴って発生する騒
音の規制基準を守らなければなら
ない。

条例により地域指
定有り

特定建設作業の敷地境界線におい
て、８５dＢを超えないこと
長時間、長期間、深夜、休日等に
規制がある

施工前 特定建
設作業
の届出

市町村長 該当なし

○



振動規制法

昭和51年
6月10日
平成23年
11月28日

法１４
法１５

当該特定建設作業の開始７日前ま
でに市町村長に実施届出を出さな
ければならない。
特定建設作業に伴って発生する振
動の規制基準を守らなければなら
ない。

条例により地域指
定有り

特定建設作業の敷地境界線におい
て、７５dＢを超えないこと
長時間、長期間、深夜、休日等に
規制がある

施工前 特定建
設作業
の届出

市町村長 該当なし

○

低騒音型・
低振動型建
設機械の指
定に関する
規程

平成9年
7月31日
平成13年
4月9日

国等の建設工事における建設機械
の型式指定

地方等の公共事業
への対策型建設機
械の使用義務

国等の建設工事における建設機械
の型式指定

施工前 報告書 対象事業が
公共事業等
の時
発注者及び
元請者へ

ステッカー
(現物監視)

○

公共用水域の水質に対する生活排
水による汚濁の負荷低減に資する
設備の整備に努めなければならな
い。

滋賀県生活排水対
策の推進に関する
条例

【汚水桝、沈砂池等の適正管理と
設備更新】

施工前 報告書 対象事業が
公共事業等
の時
発注者及び
元請者へ

該当なし

○

工場及び事業場から公共用水域に
排出される汚濁水の排出及び地下
に浸透する汚濁水を防ぎ公共用水
域及び地下水の汚濁防止

条例により市町村
へ届け出義務

作業現場での事故等による汚濁水
排出時の応急措置と概要の届出

事故等発生時 届出書 都道府県知
事又は市町
村長

該当なし

○

消防法

昭和23年
7月24日
平成23年
6月24日

法９の２
令１の１０
法９の３

消火活動に重大な障害を与える物
質、指定数量未満の危険物、指定
可燃物等を貯蔵し又は取り扱う者
火災予防又は消火活動に重大な障
害を生ずる恐れのある物質で、政
令で定める物を貯蔵し、又は取り
扱う者は、予め、その旨を所轄消
防長又は消防署長に届け出なけれ
ばならない。

指定数量未満の危
険物、指定可燃物
及びそれに類する
物品の貯蔵及び取
扱は、市町村条例
で定める技術上の
基準に従わなけれ
ばならない。

指定数量の１/５以上
（軽油・灯油：２００Ｌ以下）
保管はない

貯蔵、
取扱の
届出

所轄消防長
又は消防署
長

該当なし

○

国等による
環境物品等
の調達の推
進等に関す
る法律

平成12年
5月31日
平成27年
9月11日

法５

物品の購入、借り受け、役務の提
供を受ける場合には、できる限り
環境物品等を選択するように努め
るものとする。

京滋グリーン入札
制度

【グリーンマークの確認】 対象物品の購
入時

現物監視
（グリーン
マーク）

○

家電リサイ
クル法
特定家庭用
機器再商品
化法

平成10年
6月5日
平成18年
6月2日

法６

特定家庭用機器をなるべく長期間
使用し、特定家庭用機器廃棄物の
排出を抑制し、その廃棄物を排出
する場合は、収集・運搬をする者
又は再商品化等をする者に適切に
引渡し、料金の支払いに応じるよ
うにして、この法律の目的を達成
するために行う措置に協力しなけ
ればならない。

エアコン、ブラウン管テレビ、液
晶テレビ、洗濯機、冷蔵庫、冷凍
庫の廃棄物排出時の適切な引き渡
しと料金の支払い

特定家庭用機
器の廃棄時

許可業者 家電リサイ
クル券
該当なし

○

自動車リサ
イクル法
使用済自動
車の再資源
化等に関す
る法律

平成14年
7月12日
平成28年
6月30日

法８
法７３

自動車所有者は、使用済みとなっ
た自動車を引取業者に引き渡さな
ければならない。

自動車の所有者は、新車の購入時
にリサイクル料金を支払う。制度
施行時に使用中の自動車は、最初
の車検時にリサイクル料金を支払
う。

購入時 許可業者 自動車リサ
イクル券
該当なし

○

水質汚濁防
止法

昭和45年
12月25日
平成28年
5月20日

法１４の２



法19

（廃棄等実施者の引渡義務）
・第１種特定製品の廃棄等の実施
者は、登録された第１種フロン類
回収業者にフロン類を引き渡す

第１種特定製品：業務用エアコ
ン、冷蔵機器、冷凍機器、建設機
械のエアコン　等

製品廃棄時に
規制遵守

該当なし

○

・管理者の判断基準
①機器の点検
②点検等の履歴の保存等
・フロン類算定漏えい量報告

機器の点検
7.5KW以上　1年に1回
７．５KW以上５０KW未満　3年に1
回５０KW以上　1年に1回
全ての第１種特定製品は簡易点検
3ヶ月に1回

エアコン
1.70kw×1基

重機
7.5kw未満×
10台

報告書

所管大臣 点検記録
漏洩報告は
非該当

〇

滋賀県自然
環境保全条
例

昭和48年
10月9日
平成17年
3月30日

６条

２３条

事業者は、その事業活動を行うに
当たっては、自然環境の破壊の防
止に努め、植生の回復、緑地の造
成その他の自然環境の保全のため
に必要な措置を講じるとともに、
県が行う自然環境の保全に関する
施策に協力しなければならない。

事業者は、土石の採取、鉱物の掘
採もしくは工作物の設置であっ
て、その規模が規則で定める基準
を超える行為をしようとするとき
は、あらかじめ、知事と自然環境
の保全のために必要な事項を内容
とする自然環境保全協定を締結す
るものとする。

着手前 自然
環境
保全
協定
の締
結

滋賀県知事 該当なし

○

順守評価の手順 ①環境関連法規等の取りまとめ表をコピー
②証拠書類を確認し、その日付等を記録する
③証拠を元に判定を行う（問題なし　○　問題あり×）
④問題ありの場合は問題点処置票にて解決を図る
⑤確認者のサイン（又は捺印）し、順守評価の日付を記入する

フロン排出
抑制法

平成27年
4月1日



改訂日：2020年6月1日

ＥＡ２１コア指標 環境方針 取組項目

二酸化炭素排出量売
上百万円当り原単位

削減

二酸化炭素排出量原単
位（CO2/百万円）

二酸化炭素排出量原単位を2021年
までに2018年比

96% に削減する。 2 ％削減する。 97% に削減する。

エネルギーの使用
電力使用量の削減
（kWh）

総量(又はkwh)当たり二酸化炭素
排出量を2021年までに2018年比

97% に削減する。 1 ％削減する。 98% に削減する。

ガソリン使用量の削減
（単位：L)

総量(又はＬ)当たり二酸化炭素排
出量を2021年までに2018年比

97% に削減する。 1 ％削減する。 98% に削減する。

軽油使用量の削減
（単位：L)
建設現場

使用量を2021年までに2018年比 97% に削減する。 1 ％削減する。 98% に削減する。

灯油使用量の削減
（単位：L)

使用量を2021年までに2018年比 97% に削減する。 1 に削減する。 98% に削減する。

廃棄物の建設リサイ
クル

建設現場の廃棄に関して、分
別を積極的に実施することに
より建設リサイクルを推進
し、廃棄物を削減します。

分別及びリサイクルの
推進
（単位：％)
建設現場

産業廃棄物のリサイクル率を 95% を推進する 95% を推進する 95% を推進する

事業所利用水の削減
(単位:㎥)

総量（又はL）当たり2021年まで
に2018年比

97% に削減する。 1 ％削減する。 98% に削減する。

濁水防止監視を実施す
る
（単位：％）
建設現場

建設現場で濁水防止監視を 100% 実施する。 100 ％実施する。 100% 実施する。

環境配慮施工
環境に配慮した施工を推進し
ます。

環境配慮施工の推進
（単位：％）
建設現場

建設現場で環境配慮施工を 100% 実施する。 100 ％実施する。 100% 実施する。

社会貢献活動
環境活動の社会貢献を推進し
ます。

美知メセナ・地域貢献
活動に参加する。（単
位：回/年）

地域の美知メセナ活動に年 12回 以上参加する。 12 回以上参加する。 12回 以上参加する。

*2020年6月1日に削減率を変更した

＊廃棄物の排出の取組項目で建設ﾘｻｲｸﾙで適正処理する環境経営目標は廃棄物性状を確認し、95％建設ﾘｻｲｸﾙで適正処理すると設定している

環境経営目標設定書

水の使用＆濁水防止

中長期の環境目標（２０２１年まで）

承　認

森　雅俊

建設現場から排水する水の汚
染、汚濁を防止し、事業所で
の節水に努め、水の使用量を
削減します。

作　成

下川 香賀里

2019年目標 2020年目標

作成日：2019年6月25日

化石燃料等の使用

事務所での電気使用量及び重
機車両の燃料使用量を減し、
ＣＯ₂の排出量を削減します。



様式：6-02（環境経営計画） 承認 作成

数値評価 ○：達成している。△：未達で連続すると問題の可能性がある。×：未達で改善の必要がある。
活動評価 ◎：成果につながり良くできている。○：取り組まれていて問題はない。△：取組に問題の可能性がある。×：できていない（改善の必要がある）

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

基準値 274 193 216 211 211 294 341 512 372 270 209 196 3,299 1,399
計画 271 191 214 209 209 291 338 507 368 267 207 194 3,267 1,385
ＣＯ₂ 113 80 89 87 87 122 141 212 154 112 87 81
累計 113 193 283 370 457 579 720 932 1,086 1,198 1,284 1,365
実績 189 249 228 285 241 274 365 487 395 277 200 191 3,381 1,466
ＣＯ₂ 79 104 95 119 101 115 153 204 165 116 84 80
累計 79 183 278 398 498 613 765 969 1,134 1,250 1,333 1,413
数値 ○ ☓ △ ☓ △ ○ △ ○ △ △ ○ ○ △ △
活動 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 102.5% 104.8%

評価

基準値 346 30 510 523 504 484 68 363 445 315 531 422 4,540 2,396
計画 342 30 505 518 499 479 67 360 441 312 526 418 4,496 2,373
ＣＯ₂ 794 69 1,173 1,202 1,157 1,111 155 834 1,023 723 1,221 969
累計 794 863 2,036 3,237 4,394 5,505 5,661 6,495 7,518 8,241 9,461 10,430
実績 464 421 538 497 462 481 481 437 446 435 380 339 5,380 2,862
ＣＯ₂ 1,076 976 1,248 1,152 1,072 1,116 1,116 1,014 1,035 1,009 882 786
累計 1,076 2,052 3,300 4,452 5,523 6,640 7,756 8,769 9,804 10,813 11,695 12,481
数値 ☓ ☓ ☓ ○ ○ ☓ ☓ ☓ ☓ ☓ ○ ○ ☓ ☓
活動 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 118.5% 119.4%

基準値 4,707 4,338 3,211 4,382 4,318 5,324 2,414 4,927 5,044 3,856 2,751 3,017 48,287 26,279

計画 4660.9 4295.5 3179.6 4338.8 4275.2 5271.7 2389.8 4878.6 4994.6 3817.7 2723.7 2987.4 47,814 26,022
ＣＯ₂ 12,025 11,082 8,203 11,194 11,030 13,601 6,166 12,587 12,886 9,850 7,027 7,708
累計 12,025 23,107 31,311 42,505 53,535 67,136 73,302 85,889 98,775 108,624 115,651 123,359
実績 2,839 2,126 3,395 4,388 3,872 5,217 5,109 5,910 9,724 6,759 2,518 1,805 53,662 21,837
ＣＯ₂ 7,325 5,485 8,759 11,321 9,990 13,460 13,181 15,248 25,088 17,438 6,496 4,657
累計 7,325 12,810 21,569 32,890 42,880 56,339 69,521 84,768 109,856 127,295 133,791 138,448
数値 ○ ○ ☓ ☓ ○ ○ ☓ ☓ ☓ ☓ ○ ○ ☓ ○
活動 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 111.1% 83.1%

基準値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
計画 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ＣＯ₂ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
累計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
実績 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ＣＯ₂ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
累計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
数値 ー ー ー ー ー × × ー × ー ー ー × ×
活動 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 #DIV/0! #DIV/0!

評価

12,933 11,231 9,465 12,483 12,274 14,834 6,462 13,633 14,063 10,684 8,335 8,757 135,155 73,220
8,480 6,565 10,103 12,592 11,162 14,691 14,450 16,465 26,288 18,563 7,462 5,523 152,343 63,592
4,453 4,666 -637 -109 1,112 143 -7,987 -2,832 -12,225 -7,879 873 3,234 -17,188 9,628 112.7%

休憩時間や不用
時は消灯する
等、全社員が最
大限節電に努力
した。また、ICT
機器の導入によ
りエネルギー消
費を抑制しCO²排
出削減に向け実
践した。来年度
は目標数値に達
成できるように
努める。

工事部 森 雅
俊

計画作成日：2020年6月1日

2020年度
環境経営目標

123,359

期間
達成
状況

579

613

12,481

総合評価

二酸化炭素排出量の削減

① 機械設備・OA機器な
どのスイッチオフ
② エアコンの温度管理
（夏季28℃±１℃）
③ 既存の施工方法を変
更しICT活用の施工でエ
ネルギーの消費を抑え
る
④ 天候に左右される工
事は最適時期に行う

ガソリン使
用量の削減
（単位：L)

98%

98%

98%

合計

環境に配慮した建機を主に使用し
たが建機の稼働率が高い工事が多
かった為、使用燃料が多く未達と
なった。エコドライブ、や重機の
効率的な稼働、車両、建機の整備
や不用積載物や過積載の確認を
日々行った。

工事部　積算
課

中島　友梨

休憩時間は消灯するように心がけてい
る。ICT機器の導入により既存の施工
方法を変更しエネルギー消費を抑制し
CO²排出削減に向け育成中

エアコンの温度管理や不用時の消
灯を意識して心がけている。

休憩時間は消灯するように心がけてい
る。ICT機器の導入により既存の施工
方法を変更しエネルギー消費を抑制し
CO²排出削減に向け実践中

エアコンの温度管理や不用時の消
灯を意識して心がけている。

責任部門
責任者

事務所での電
気使用量及び
重機車両の燃
料使用量を減
し、ＣＯ₂の排
出量を削減し
ます。

電力使用量
の削減
（kWh）

6,640

灯油使用量
の削減
（単位：L)

98% に削減する。

5,505

1,365

10,430

1,413

67,136

138,448

取組項目

56,339

① 不要積載物の有無、
タイヤ空気圧の確認
② 暖機運転・アイドリ
ングストップ
③ エコドライブの励行
④ 建設重機の環境に配
慮した稼働
⑤ 建設機械の事前事後
の点検整備
⑥ ダンプ等の過積載を
行わないように教育・
監視
⑦ ハイブリットの建機
の導入
⑧ 低騒音・低振動建機
を利用
⑨ ICT機器を導入する
ことにより二酸化炭素
の排出量の削減

0 0

中島　友梨森　雅俊
2020年度　環境経営計画（実施）書

スケジュール（月）

今年度は、浚渫
工事など重機の
稼働率が高い工
事が多かった
為、使用燃料が
増えたが、エコ
ドライブ、や重
機の効率的な稼
働、暖気運転禁
止及び現場への
相乗り、材料の
供積、過積載の
確認等を実施し
た。また、車両
や建機の整備を
日々行い全員で
燃料の節約に取
り組んでいる。
またICT機器の導
入によりネル
ギー使用を抑制
しCO²排出削減に
向け実践した。環境に配慮した建機を主に使用したが

建機の稼働率が高い工事が多かったた
め使用燃料が多く未達となった。エコ
ドライブ、や重機の効率的な稼働、車
両、建機の整備や不用積載物や過積載
の確認を行った。ICT機器の導入によ
りネルギー消費を抑制しCO²排出削減
に向け育成中

年度
達成
状況

目標達成手段 実施事項

実施作成日：2021年7月10日

％削減する。

％削減する。

環境に配慮した建機を主に使用したが
建機の　稼働率が高い工事が多かった
ため使用燃料が多く未達となった。エ
コドライブ、や重機の効率的な稼働、
車両、建機の整備や不用積載物や過積
載の確認を行った。ICT機器の導入に
よりネルギー消費を抑制しCO²排出削
減に向け実践中

環境に配慮した建機を主に使用し
たが建機の稼働率が高い工事が多
かった為、使用燃料が多く未達と
なった。エコドライブ、や重機の
効率的な稼働、車両、建機の整備
や不用積載物や過積載の確認を
日々行った。

軽油使用量
の削減
（単位：L)
建設現場

％削減する。

環境経営方針



計画 95% 95% 95% 95% 95% 95% 95% 95% 95% 95% 95% 95% 95% 95%
実績 99.6% 99.9% 99.7% 99.5% 99.1% 96.5% 100.0% 99.9% 99.8% 99.7% 100.0% 100.0% 99.60% 99.1%
数値 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
活動 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 4.8% 4.3%

評価

基準値 4 0 4 0 4 0 4 0 6 0 4 0 26 12
計画 3.96 0.00 3.96 0.00 3.96 0.00 3.96 0.00 5.94 0.00 3.96 0.00 25.7 12
実績 6 0 6 0 5 0 6 0 11 0 5 0 38 17
数値 ☓ - ☓ - ☓ - ☓ - ☓ - ☓ - ☓ ☓
活動 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 146.2% 142%

評価

計画 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100
実績 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100
数値 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
活動 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 100% 100%

評価

計画 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100
実績 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100
数値 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
活動 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 100% 100%

評価

計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12 6
実績 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12 6

数値 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

活動 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 100% 100%

評価

工事部 森 雅
俊

洗車の際には水の出しっぱな
しに気を付けた。建機は使用
現場で泥を落としてから回送
したため、使用量が増えた

洗車の際には水の出しっぱな
しに気を付けた。建機は使用
現場で泥を落としてから回送
したため、使用量が増えた

工事部 森 雅
俊

事業所利用
水の削減
(単位:㎥)

環境活動の社
会貢献を推進
します。

回以上参加す
る。

① 美知メセナの活動を
行う
② 地域の清掃活動に参
加する。

① 濁水防止の適正監視
する

環境に配慮し
た施工を推進
します。

環境配慮施
工の推進
（単
位：％）
建設現場

％実施する。

① 環境配慮施工の維持
② 低騒音・低振動型建
機の使用
③ 排ガス規制適合車の
使用
④ 日々の施工終了時は
水路の水を用いて散水
車で道路清掃を行う。

100%

① 洗車の水使用量を減
らす
② 水を流しながらの洗
い物はしない
③ 建機などの洗浄は泥
などを落としてから行
う。

現場での濁水防止の点検、
監視を徹底している

工事部 森 雅
俊

95%

美知メセナや地域貢献・美
化活動に積極的に参加し
た。

美知メセナや地域貢献・美
化活動に積極的に参加し
た。

美知メセナや地域貢献・美
化活動に積極的に参加し
た。

12回
工事部 森 雅

俊

美知メセ
ナ・地域貢
献活動に参
加する。
（単位：回
/年）

を推進する

① 廃棄物を分別し、リ
ユース・リサイクルを
徹底する
② 無駄な資機材を購入
しない
③ 施工管理の出来高計
画時に自主基準を設け
廃棄を抑制する。

全社員で節水を
心がけたが、冬
の融雪や洗車回
数、建機は使用
現場で泥を落と
してから回送し
たためが多い時
期は使用量が増
えた。

低騒音、低振動型の建機を使用し
ている。施工修了時は水路の水を
用いて道路清掃を行い環境に配慮
して行った。

廃棄物の分別、リサイクル
を徹底した。施工方法や作
業効率を見直し、生コンや
建設資材の廃棄の抑制を
行った。

洗車の際には水の出しっぱな
しに気を付けた。建機は使用
現場で泥を落としてから回送
したため、使用量が増えた

低騒音、低振動型の建機を使用し
ている。施工修了時は水路の水を
用いて道路清掃を行い環境に配慮
して行った。

低騒音、低振動型の建機を使用し
ている。施工修了時は水路の水を
用いて道路清掃を行い環境に配慮
して行った。

工事部 森 雅
俊

低騒音、低振動型の建機を使用し
ている。施工修了時は水路の水を
用いて道路清掃を行い環境に配慮
して行った。

廃棄物の分別、リサイクル
を徹底した。施工方法や作
業効率を見直し、生コンや
建設資材の廃棄の抑制を
行った。

廃棄物の分別、リサイクル
を徹底した。施工方法や作
業効率を見直し、生コンや
建設資材の廃棄の抑制を
行った。

現場での濁水防止の点検、
監視を徹底している

全て環境対策型
の建設機械を使
用している。

洗車の際には水の出しっぱな
しに気を付けた。建機は使用
現場で泥を落としてから回送
したため、使用量が増えた

工事現場で濁水
が発生しないよ
う監視を行っ
た。

建設廃棄物を分別
し、リユース・リ
サイクルを実施し
た。また、施工方
法や作業効率を見
直し、生コンや建
設資材の廃棄の抑
制を行った。

現場での濁水防止の点検、
監視を徹底している

現場での濁水防止の点検、
監視を徹底している

％削減する。

廃棄物の分別、リサイクル
を徹底した。施工方法や作
業効率を見直し、生コンや
建設資材の廃棄の抑制を
行った。

計画に基づき美
知メセナや地域
貢献・美化活動
に積極的に活動
出来た。

美知メセナや地域貢献・美
化活動に積極的に参加し
た。

建設現場の廃
棄に関して、
分別を積極的
に実施するこ
とにより建設
リサイクルを
推進し、廃棄
物を削減しま
す。

実施する。

濁水防止監
視を実施す
る
（単
位：％）
建設現場

100%

建設現場か
ら排水する
水の汚染、
汚濁を防止
し、事業所
での節水に
努め、水の
使用量を削
減します。

分別及びリ
サイクルの
推進
（単
位：％)
建設現場

98%



様式7-01（実施体制） 作成日：
作成者：

2020年7月5日
中島　友梨

EA2１実施体制組織図

代表取締役等

森　雅俊
環境管理責任者

代表取締役　松居　悟

役割、責任及び権限一覧

ＥＡ２１事務局
中島　友梨

総務部 工事部(営業部）
下川　香賀里 森　雅俊

他1人 他10人

工事現場
工事現場代理人

※全従業員は、当社に構築された環境経営システムを理解し、策定された環境経営方針の下、環境
経営目標の達成に向けて、環境経営計画に基づき、一致協力して環境取組を行う。

担　　当 内　　　　　　容

代表取締役

①環境経営システムに関する全ての責任と運用についての権限を持つ。

②環境経営システムの構築・運用・管理に必要な資源を用意する。

(資源には、人材、設備、費用、時間、専門的な技能、技術を含む。)

③環境管理責任者を任命する。

④環境経営方針の策定・見直し及び従業員への周知を行なう。

⑤代表者による全体の評価と見直しを実施する。

環境管理責任者

①環境経営システムを構築し、実施し、管理する。

②作成された環境への負荷及び取組の自己チェックを確認し承認する。

③法規制等の遵守状況をチェックする。

④環境経営方針及び自己チェック等に基づき環境経営目標を設定し、作成された環境経営
計画を確認し承認する。

⑤環境活動の取組状況を確認し、環境経営目標の達成状況を評価する。

⑥問題点の是正、予防処置に対する指示と改善や見直しに必要な処置を行なう。

⑦環境活動の取組結果を代表者へ報告する。

⑧ＥＡ２１に関する運用管理の体制を構築し、各責任者を任命する。

各部門長及び
工事現場代理人

①責任範囲の環境経営目標及び環境経営計画の実施とＥＡ２１事務局への達成状況の報告。

②責任範囲の問題点の発見、是正、予防処置。

ＥＡ２１事務局

①環境経営システム運営のすべての事務を行なう。

②環境への負荷及び取組の自己チェックを作成し、環境管理責任者へ報告する。

③「環境関連法規等の取りまとめ及び遵守状況チェックリスト」を作成し、環境管理責任者へ報告する。

④環境経営計画並びに運用手順書を作成し、実施達成状況を集計し、環境管理責任者へ報告する。

⑤文書及び記録の管理保管。

⑥外部コミュニケーションの窓口。

全従業員
①環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

②決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

⑦内部コミュニケーションの運営管理。

⑧従業員に対する教育訓練の実施。

⑨特定された緊急事態に対する項目の手順書作成、テスト・訓練・記録。



　（8．教育訓練の実施））

承認 作成

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

代表者
環境経営の戦略的重
要性の自覚を高める

EA21の内容、環境問題の
現状、環境経営の必要性

１回／年
以上

外部

環境経営方針，環境経営
目標、環境経営計画

社長
○
●
1

各自の役割分担と責任・
権限

社長
○
●
1

法規制等に関する責
任感を高める

法規制等順守の手順の徹
底を図る

１回／年
以上

社長
○
●
1

EMS運用状況を周知
する。

1／4期の環境経営計画、
目標進捗状況

適宜 社長
○
●
31

EMS運用状況を周知
する。

2／4期の環境経営計画、
目標進捗状況

適宜 社長
○
●
30

EMS運用状況を周知
する。

3／4期の環境経営計画、
目標進捗状況

適宜 社長
○
●
28

EMS運用状況を周知
する。

4／4期の環境経営計画、
目標進捗状況

適宜 社長
○
●
29

緊
急
時
対
応
訓
練

緊急事態へ
の対応者

緊急事態発生時に適
切に対応する（油流
出）

緊急時の対応手順書に基
づく訓練で手順の適切
性・有効性を確認する

１回／年
以上

社長
○
●
28

2020年6月1日

対 象 者 内  容

保管：環境事務局　　　計画：○　　実績：●

実施組織図

当社に関連する法律，条令規制集

環境経営計画、目標進捗状況

環境経営計画、目標進捗状況

１回／年
以上

当社の環境活動方針、環境経営目標、
環境経営計画

緊急時の対応手順書

環境経営計画、目標進捗状況

一般的な環境に対
する自覚を高める

全従業員

一
般
教
育

環境経営計画、目標進捗状況

森　雅俊 下川　香賀里

EA21環境経営ｼｽﾃﾑ・環境経営レポート
ガイドライン。

様式：8-01

2020年 2021年

遵守評価日： 2021年7月10日

種
類

目  的

2020年度　教育訓練計画/実績記録表

スケジュール
頻度 責任者 備　考(参考資料等)

計画作成日：



様式9-01（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）

相手先名 連絡先

受付日 受付者

対応日 対応者

確認日 確認者

様式9-01（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）

相手先名 連絡先

受付日 受付者

対応日 対応者

確認日 確認者

対応内容：

内部コミュニケーション記録
（伝達・要望等の結果）

結果と評価：

記事（写真や図でもよい）

  年  月  日 所属

記事（写真や図でもよい）

氏名

外部コミュニケーション記録
（苦情や要望などの受付結果）

記事（写真や図でもよい）

  年  月  日 所属

  年　  月　  日 所属 氏名

受付内容：活動期間の2020年6月1日から2021年5月31日までに外部からの苦情や要望はありませんでし
た。
（２０２１年６月２５日　森　雅俊）

氏名

受付内容：活動期間の2020年6月1日から2021年5月31日までに内部からの苦情や要望はありませんでし
た。
（２０２１年６月２５日　森　雅俊）

  年  月  日 所属

記事（写真や図でもよい）

  年  月  日 所属 氏名

記事（写真や図でもよい）

  年  月  日 所属 氏名

対応内容：

結果と評価：

記事（写真や図でもよい）

氏名



承　認 作　成

森　雅俊 下川 香賀里

環境管理責任者 環境事務局

目
的

NO

1

2

3

＜改訂記録＞

版 改訂日

1 2019.6.1 番号をEA-9-01をEA-10-01に変更

エアコン
  温度設定　　冷房２８度、暖房２０度。
  冷暖房時は入口や窓などは開放状態にしない

改訂内容・改訂理由

照明
  不必要な照明の消灯。（休憩中は消灯）
  トイレは消灯し、必要時にその都度点灯する。
 
  使用しない部屋は必ず消灯する。

照明の消灯確認

様式10-01　（実施及び運用）

㈱松居土木

節電の取り組み手順

EA-10-01

手順書 事務局

制定：2018年1月5日 １／１

電力使用量の削減に取り組む

作業手順 ポイント

ＯＡ機器
  長時間使用しないパソコンの電源をオフにする。
  コピー機の電源は帰宅時に必ずオフにする。

電源スイッチ部に張紙をする



承　認 作　成

森　雅俊 下川 香賀里

環境管理責任者 環境事務局

目
的

NO

1

2

＜改訂記録＞

版 改訂日

1 2019.6.1

様式10-01　（実施及び運用）

㈱松居土木

自動車燃料の二酸化炭素削減手順書

EA-10-02

手順書 環境事務局

制定：2018年1月5日 １／１

自動車の運転を適切に行い､二酸化炭素を削減する

作業手順（何を、誰が、いつ、どこで、どのように） ポイント

エコドライブに心がける

①ふんわりスタート（急発進をしない） 5秒で時速２０Kｍ/Hに

②加減速の少ない運転（急加速はしない）

③早めのアクセルオフ（アクセルは控えめに）

④アイドリングストップ 10分間で130ｃｃ浪費

⑤暖気運転はしない

⑥タイヤ空気圧のチェック 定期的な点検

⑦不要な荷物は積まない 100Ｋｇで３％燃費悪化

同じ現場へ行くときは、乗り合わせて行く。

番号をEA-9-02をEA-10-02に変更

改訂内容・改訂理由



承　認 作　成

森　雅俊 下川 香賀里

環境管理責任者 環境事務局

目
的

NO

1

＜改訂記録＞

版 改訂日

1 2019.6.1

ポイント

改訂内容・改訂理由

2
・水道の水漏れの有無のチェックを行う。
・すべての水を止め、水道水が等がれていないか
　チェックする。

・目視・耳（音）による確認。
・水を流しっぱなしにしない。

番号をEA-9-03をEA-10-03に変更

様式10-01　（実施及び運用）

手順書 事務局

㈱松居土木 EA-10-03

節水の取り組み手順
制定：2018年1月5日 １／１

水使用量の把握と削減に取り組む

・水道蛇口チェックにより使用状況の把握
・節水について各自啓蒙で呼びかける。

・水道蛇口付近に「無駄な流水に注
　意」のシ－ルを貼る。

作業手順



承　認 作　成

森　雅俊 下川香賀里

環境管理責任者 環境事務局

目
的

NO

1

2

3

5

6

6

7

＜改訂記録＞

版 改訂日

1 2019.6.1

D 票　処分完了　　　処分完了から10日 交付から90日（特管は60日）

（マニフェスト伝票による管理）

 票　　主旨          業者による送付期限 　　　知事への報告期限

E 票　最終処分完了 ２次マニフェスト受領から10日 交付の日から180日

上記期限以内に各票が返送されない場合は、
上記期限から３０日以内に都道府県知事にそ
の旨を報告する。

改訂内容・改訂理由

　総務担当者

様式10-01　（実施及び運用）

㈱松居土木

産業廃棄物管理手順書

EA-10-04

手順書 事務局

制定：2018年1月5日 １／１

産業廃棄物について適切に保管・管理し、適切に処理することにより公害を防止
し、生活環境の保全と、公衆衛生の向上を目指す。

作業手順 ポイント

(誰が）

(どこで） （何を） （どのように）

　工場　　　産業廃棄物 産業廃棄物を管理し、処理業者に委託する。

毎月初めに、マニフェストB2,D,E票の返却状況
を確認する。

マニフェストE票で最終処分を確認する

（処理業者の選定）
地域性を考慮し、認可を得ている業者から過去
の業績等を参考に選定する。

処理業者とは、収集運搬、中間処理、それぞ
れ契約する。

契約の際、許可証を必ず確認し、更新された
場合は、最新の許可証を入手し、契約書綴り
に綴じ込む。

（マニフェスト交付状況の報告）

（改善への取り組み）

総務担当者及び関係者は、日頃より３Ｒに努
め、省資源、資源の有効利用となるように改善
に取り組む。

B2票　運搬完了　　　運搬終了から10日 交付から90日（特管は60日）

総務担当者は、毎月初めにマニフェスト伝票を
確認し、各伝票の返送が遅れている場合は、当
該業者に連絡し、処理状況を確認する。

下段の報告期限の１／２の日数が経過して
も、返送がない場合は必ず督促する。

３Ｒ：優先順位は　①②③の順
①Ｒｅｄｕｃｅ（減量）
②Ｒｅｕｓｅ（再使用）
③Ｒｅｃｙｃｌｅ（リサイクル＝再生利

マニフェスト交付状況報告書を毎年6月30日まで
に都道府県知事に提出する。

報告書は自治体のホームページからダウン
ロードして入手する。

(確認・評価と問題点の是正)

番号をEA-9-04をEA-10-04に変更

A 票　控え



承　認 作　成

森　雅俊 中島　友梨

区　　分

日　　時

担当部署 責任者

松居　悟 森　雅俊 松本　真 清水　淳 入澤　俊彦

番野　清一朗

場所

内容

結果

記録写真・図等

問題点
課題

再発防止策

確認事項

使用手順書 変更の有無 有 無

記事

参加者氏名

　手順通り点検を実施できた

様式11-01　（緊急事態対応訓練記録）

　なし

　なし

　点検を実施して手順通り対応が
できた

11-01（緊急事態対応手順書）

2020年6月28日 　9　時　00　分　　～　　9　時　45　分

森　雅俊

火災の発生に備えた消火器等の点検及び消火方法・訓練テスト

緊急事態発生：□　　緊急時訓練及び試行：☑

事務所倉庫

工事部

緊急事態発生・訓練及び試行記録



様式11-01　（緊急事態対応手順書）

緊急事態対応手順書

作成日：2018年1月5日

改訂日：2019年6月1日

作成者：下川　香賀里

環境側面

環境影響

他の緊急事
態との連携

＜改訂記録＞

版 改訂日

1 2019.6.1

工事現場での火災の場合もこの手順を使用する。

改訂内容

番号をEA-10-01をEA-11-01に変更

予防処置

l  火器使用の安全作業方法を理解する。

l  使用資材、廃棄物で燃えやすいものを放置しないよう心がける。

l  機械設備機器の周辺は整理整頓する。

l  タバコの喫煙は出来るだけ避け、喫煙の場合所定の場所で行う。

訓練・試行
の実施

汚染、汚濁物質等の流出防止と廃棄物の飛散を防ぐ方法を訓練テストする。

火災の発生を想定して、緊急連絡系統の円滑な実施を確認テストする。

想定される緊急事態
事務所・現場の火災等

様式番号：EA-11-01

緊急連絡系統図

初期消火のための消火器等の点検及び消火方法を訓練テストする。

火災の発生

大気汚染・地球温暖化

応急・緩和
処置

①火災を発見したものは、直ちに消火器等を用いて初期消火を行う。

②消防に通報を行い、火災の状況を報告する。

③火災の類焼を防ぐために、散水などの処置を講じ、二次災害の防止に努める。

④近隣住民に非難と消火協力を呼び掛ける。

⑤消火後、速やかに復旧作業を行い、汚染、汚濁物質の流出や廃棄物の飛散を防ぐ措置を講
ずる。

火災等の発生

発見者

会社
担当責任者:松居

悟

☎５２－３２２０

通報
消防署（救急）☎１１９
警察署 ☎１１０

発注者など

利害関係者



様式11-01　（緊急事態対応手順書）

緊急事態対応手順書

作成日：2018年1月5日

改訂日：2019年6月1日

作成者：下川　香賀里

環境側面

環境影響

他の緊急事
態との連携

＜改訂記録＞

版 改訂日

1 2019.6.1 番号をEA-10-02をEA-11-02に変更

予防処置

l  建物及び設備の保守安全点検を行う。

l  整理整頓に心がけ、使用資材や廃棄物の飛散を防止する。

l  汚染、汚濁物質の流出がない保管を行う。

訓練・試行
の実施

建物及び設備の保守安全点検方法を訓練テストする。

改訂内容

想定される緊急事態
台風・豪雨など天災

様式番号　EA-11-02

緊急連絡系統図

現場での台風・豪雨等の場合もこの手順を使用する。

台風・豪雨の発生を想定して、緊急連絡系統の円滑な実施を確認テストする。

汚染、汚濁物質等の流出防止と廃棄物の飛散を防ぐ方法を訓練テストする。

台風・豪雨等の発生

水質汚染、汚濁・土壌汚染・廃棄物の発生

応急・緩和
処置

①台風・豪雨などを認知、発見したものは、詳細な情報を入手し、担当責任者と対策を協議す
る。

②建物の倒壊、資材の飛散や汚染、汚濁物質の流失を防止する対策を行う。

③敷地の雨水及び流入水の排水対策を行う。

④処置後、速やかに復旧作業を行い、汚染、汚濁物質の流出や廃棄物の飛散を防ぐ措置を講ず
る。

台風・豪雨などの発生

認知・発見者

発注者など
利害関係者

会社
担当責任者:松居 悟

☎５２－３２２０

通報
消防署（救急）☎１１９
警察署 ☎１１０
滋賀県長浜土木事務所 ☎６５－６６４３



様式11-01　（緊急事態対応手順書）

作成日：2018年1月5日

改訂日：2019年6月1日
作成者：下川　香賀里

環境側面

環境影響

他の緊急事
態との連携

＜改訂記録＞

版 改訂日

1 2019.6.1

現場での車両重機関連事故の場合もこの手順を使用する。

改訂内容

番号をEA-10-03をEA-11-03に変更

予防処置

l  荷崩れ、タイヤの空気圧など運転前に点検確認を行う。

l  余裕のある時間配分で運行計画を行う。

l  運転・作業中は、安全運転・作業を心がける。

l  健康管理を行い、体調不良者は運転を避ける。

訓練・試行
の実施

運転前の重機車両点検及び確認方法を訓練テストする。

事故等の発生を想定して、緊急連絡系統の円滑な実施を確認テストする。

燃料・オイル等の流出防止方法を訓練テストする。

水質汚染・土壌汚染 大気汚染・地球温暖化

応急・緩和
処置

①重機車両を退避（道端など）させ、警察に事故
の通報を行う。

①警察に事故の通報を行い、火災の状況を
報告する。

②燃料・オイル・積荷の流出を可能な限り止め
る。

②警察・消防の到着まで付近の安全を確認
し、交通誘導などを行い、二次災害の防止
に努める。

③警察・消防の到着まで付近の安全を確認し、交
通誘導などを行い、二次災害の防止に努める。

燃料・オイル・積荷の流出 車両・積荷の火災の発生

緊急事態対応手順書

想定される緊急事態
重機車両事故等

様式番号　EA-11-03

緊急連絡系統図

車両事故等の発生

運転者

発注者など
利害関係者

燃料・オイル・積荷の
流出 車両・積荷の火災の発

生

会社
担当責任者:
松居 悟

☎５２－３２２０

通報
消防署（救急）☎１１９
警察署 ☎１１０
滋賀県長浜土木事務所 道路計画課 ☎６５－６
６４１
滋賀県湖北環境事務所 ☎６５－６６５０
米原市役所 環境保全課 ☎５８－２２３０
保険会社 ☎０１２０－１５３－００５
自動車整備工場 ☎５２－２３７６



様式：12-01　（環境関連文書・記録一覧） 作成者： 下川　香賀里

作成日： 2019年6月1日

確認日： 2021年7月10日

項番 ガイドライン　（コメントで要求事項を表示）
様式番

号
文　　書 文書 記録

1 取組の対象組織・活動の明確化 01 認証・登録の適用範囲

3 環境経営方針の策定 03 環境経営方針 ○

04-1 ○
04-2 ○
04-3 ○

5 環境関連法規制等の取りまとめ 05
環境関連法規等の取りまとめ表／順守評価記
録

○

06-01 環境経営目標設定書 ○
06-02 環境経営計画書 ○

7 実施体制の構築 07 実施体制図　役割・権限・責任表 ○

教育・訓練の実施 08-1 環境教育訓練計画/実績記録表 △

08-2 △

9 環境コミュニケーションの実施 09 ○

10 実施及び運用 010-01 各種手順書（下記） △

11-01 緊急事態対応手順書（下記） ○

11 ○

12 環境関連文書及び記録の作成・管理 12 環境関連文書・記録一覧表 △

13 ○

05 ○

14 代表者による全体の評価と見直し 14 ○

－ 環境経営レポート ― 環境経営レポート ○

④文書の定期見直：毎年年度末　損傷・紛失防止のためファイリングする

②文書・記録の保管場所：環境事務局 ⑤文書を改訂した場合は改訂日・更新日を入れる
③記録の保管期間：３年　（法等で定めがある場合はそれに従う） ⑥廃止した文書は赤色で「廃止文書」と記載し、別のファイルに保管する

文書名
様式
番号

作成事由 作成日 改訂日

節電の取り組み手順 10-1 環境目標の達成 2018.1.5 2019.6.1

自動車燃料削減取り組み手順書 10-2 環境目標の達成 2018.1.5 2019.6.1
節水の取り組み手順 10-3 環境目標の達成 2018.1.5 2019.6.1
産業廃棄物管理手順書 10-4 法規制順守 2018.1.5 2019.6.1
火災対応手順書 11-01 火災予防 2018.1.5 2019.6.1
台風・天災緊急事態対応手順書 11-02 台風・天災の予防 2018.1.5 2019.6.1
重機車両事故緊急事態対応手順 11-03 重機ｵｲﾙ流出事故の予防 2018.1.5 2019.6.1

委託契約書・マニュフェスト・マニュフェスト確認書・報告書

＊その他、廃油や廃部品のリサイクル、リユース、業務で使用している作業手順などで環境負荷に関連する文書も登録してEA２１で管理することもできます。

11 環境上の緊急事態への準備及び対応

文書・記録管理手順
①文書・記録には、日付を入れ、記入者の名前を入れる（但し、環境方針は署名する） 

関連記録など

問題点是正／予防処置票

環境関連法規等の取りまとめ表／順守評価記録

代表者による全体評価と見直し記録

13 取組状況の確認並びに問題点の是正及び予防

緊急事態訓練記録

内部・外部コミュニケーション記録

環境関連文書・記録一覧表
○：必須

△：推奨

記　　録

6 環境経営目標及び環境経営計画の策定

環境への負荷の状況（取りまとめ表）(取組年）

8

4 環境への負荷と環境への取組状況の把握及び評価
環境への負荷の自己チェックシート(基準年）

環境への取組の自己チェックリスト（建設業）（その他）

13項で順守状況のチェック記録として用いる

13項の取組状況の確認及び問題点の是正記録を兼ねる

環境教育・訓練記録

file:///H:/ea_9_01.doc


様式：13-01（問題点処置記録）

報告者 中島友梨

関連所属等 工事部積算課

処置担当者

所属責任者 松居　悟

完了予定日

完了予定日

手順書等変更 有　・　無

承　認 作　成

松居 悟 中島　友梨

確認日

承　認 作　成

松居 悟 中島　友梨

区分

☑　環境経営目標が未達成で挽回不可能

□　法律等及び自主基準の未遵守

□　「EA21ガイドライン」の不適合

問題点の内容：2020年6月1日～2021年5月31日の活動期間で、二酸化炭素排出量が目標「97%に
削減」が「111.6％」となった。内訳は「98％に削減」に対し、電気が「102.5％」、ガソリン
が「118.5％」、軽油が「111.1％」増となった。また、水の使用量は目標「98％に削減」に対
し「146％」増加と大幅に超過した。（但し、二酸化炭素排出量百万円当り原単位は目標「97%
に削減」が「72％」と大きく目標を下回り、経営に寄与した。）

環境管理責任者の確認と指示：不要時の消灯、エコドライブ、重機の効率的な稼働やＩＣＴ機
器導入、水の流し放しをせず節水などに努める。

□　外部審査の指摘要改善事項

□　代表者の見直しによる変更指示事項

次年度1ヶ年間の実績をみて、目標の変更を検討する。
（6月25日　松居　悟確認）

是正処置案(上記原因の除去)

是正(予防)処置実施報告 実施日：　　年　　月　　日

実施及び効果の確認結果

環境管理責任者の確認と指示：次年度1ヶ年間の実績をみて、目標の変更を検討する。改善の余
地を抽出して、次年度は目標達成できるよう活動する。（但し、二酸化炭素排出量百万円当り
原単位は目標「97%に削減」が「72％」と大きく目標を下回り、経営に寄与した。）

　年　　月　　日

　　年　　月　　日

不要時の消灯、エコドライブ、重機の効率的な稼働やＩＣＴ機器導入、水の流し放しをせず節
水などに努める。

予防処置案(潜在的な問題点の原因の除去)

2021年6月25日

問題点処置記録

次年度1ヶ年間の実績をみて、目標の変更を検討する。
（6月25日　松居　悟確認）

緩和処置・応急処置：不要時の消灯、エコドライブ、重機の効率的な稼働やＩＣＴ機器導入、
水の流し放しをせず節水などに努める。

原 因：売り上げが約38％増加に伴い、化石燃料の使用が増えたことや冬季の融雪及び車輛の洗
車回数が増え使用量が増えた。

2021年6月29日

不要時の消灯、エコドライブ、重機の効率的な稼働やＩＣＴ機器導入、水の流し放しをせず節
水などに努める。



様式：14-01（代表者評価・見直し記録）

代表者署名

松居　悟

評価と見直し事項 対象部門・期限等

環境経営方針の変更の必要性 期限：　年　月　日
□有　☑無 内容：
環境経営目標の変更の必要性 対象部門：
□有　☑無 期限：　年　月　日
環境経営計画の変更の必要性 対象部門：
□有　☑無 期限：　年　月　日
実施体制の変更の必要性 対象部門：
□有　☑無 期限：　年　月　日

電力使用量の削減
（kWh）

98% 102.5% △

休憩時間や不用時は消灯する等、全社員が最大
限節電に努力した。また、ICT機器の導入により
エネルギー消費を抑制しCO²排出削減に向け実践
した。来年度は目標数値に達成できるように努
める。

評価結果及び指示内容： 前回の指示への取組結果：

ガソリン使用量の
削減
（単位：L)

98% 118.5% ☓

軽油使用量の削減
（単位：L)
建設現場

98% 111.1% ☓

灯油使用量の削減
（単位：L)

98% - -

二酸化炭素排出量
の削減

97% 111.6% ×

二酸化炭素排出量
売上百万円当り原
単位削減

97% 72.0% 〇

分別及びリサイク
ルの推進
（単位：％)
建設現場

95% 4.8% 〇

建設廃棄物を分別し、リユース・リサイク
ルを実施した。また、施工方法や作業効率
を見直し、生コンや建設資材の廃棄の抑制
を行った。

事業所利用水の削
減
(単位:㎥)

98% 146% ☓

全社員で節水を心がけたが、冬の融雪や洗
車回数、建機は使用現場で泥を落としてか
ら回送したためが多い時期は使用量が増え
た。

濁水防止監視を実
施する
（単位：％）
建設現場

100% 100% 〇
工事現場で濁水が発生しないよう監視を
行った。

環境配慮施工の推
進（単位：％）
建設現場

100% 100% 〇
全て環境対策型の建設機械を使用してい
る。

美知メセナ・地域
貢献活動に参加す
る。（単位：回/
年）

12回 100% 〇
計画に基づき美知メセナや地域貢献・美化
活動に積極的に活動出来た。

システム変更の必要性 たい

□有　☑無 期限：　年　月　日

評価結果及び指示内容：
特になし

前回の指示への取組結果：

評価結果及び指示内容：
特になし

評価結果及び指示内容：
特になし[利害関係者の苦情・要望事項]

前回の指示への取組結果：

利害関係者の苦情・要望事項は無いが、あれば適正に対応すること

2020年度のエコアクション
２１の取組みについて、全
社員団結して活動出来た。
売上高増加率と二酸化炭素
排出量増加率がほぼ一致し
ていることから、大きな問
題はないと考える。また二
酸化炭素排出量について
は、受注高や工事内容、現
場の遠近が毎年違うことが
多いので、前年との比較は
難しいが、節電、エコドラ
イブ、アイドリングストッ
プや重機の効率的な稼働や
ＩＣＴ機器導入に努めた。
水使用量削減については、
次年度1ヶ年間の実績をみ
て、目標の変更を検討す
る。よって、数値の増減に
はこだわらず現状維持しつ
つＩＣＴ機器を活発化さ
せ、今後も全社員で積極的
に環境活動を行い、更なる
向上を目指したいと思いま
す。

　２０１７年１２月よりエコア
クション２１環境活動に取り組
み始めました。現場でのecoに
対する意識付けや勉強会・掲示
物を通じ、だんだんとecoに対
しての意識が高まってきまし
た。
　これからも、社員全員で取り
組んでいきます。

[環境経営システムの運用状況等]

環境経営システムを構築したので、今後運用して行くこと

[環境関連法規等の遵守状況]
前回の指示への取組結果：

環境関連法規等は今後も遵守して行くこと

今年度は、浚渫工事など重機の稼働率が高
い工事が多かった為、使用燃料が増えた
が、エコドライブ、や重機の効率的な稼
働、暖気運転禁止及び現場への相乗り、材
料の供積、過積載の確認等を実施した。ま
た、車両や建機の整備を日々行い全員で燃
料の節約に取り組んでいる。またICT機器の
導入によりネルギー使用を抑制しCO²排出削
減に向け実践した。

代表者による全体評価と見直し・指示

発行　2021年7月10日

[環境経営計画実施状況]

報告内容

目標項目

報告者 環境管理責任者

[目標の達成状況]

実施結果結果実績


